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保団連医療研究集会 
開催日時と 
企画内容 

参加費等 

◆日時／2006年10月7日（土）18時～8日（日）15時半 
　　　   分科会・ポスターセッションは10月8日（日）9時～12時 
◆会場／ホテル・ラングウッド（東京都・荒川区） 

◆メインテーマ 
築こう安全・安心の医療―患者・国民の思いに応えて 
◆共同調査 
糖尿病患者調査―現在調整中 
◆記念講演 
「人間を大事にする社会を目指して」（仮題） 
ジャーナリスト  大谷  昭宏 氏 
◆分科会テーマ（5テーマ8会場） 
第1分科会「在宅医療・介護」 
第2分科会「医科診療の研究と工夫」（2会場） 
第3分科会「歯科診療の研究と工夫」（2会場） 
第4分科会「公害・環境・職業病」 
第5分科会「医学史・医療運動史・医療と裁判」 
ポスターセッション 

 

（1）集会参加費 
□医師、歯科医師 …………………… 8,000円 
□事務局 …………………………… 2,000円 
□コ・メディカル、コ・デンタルなど …… 500円 

（2）昼食代（8日昼） …………………… 2,000円 

第21回医療研究集会に関する問い合わせ先　保団連医療研究集会担当事務局 TEL03-3375-5121

第21回 第21回 

◆特別企画 
第1企画／交流集会 

 「在宅における終末期医療を検証する」 
 ―住宅医療の普及と質の向上にむけて― 
第2企画／講演とワークショップ 

 「医療における男女共同参画社会とは」 
第3企画／シンポジウム 

 「より良く食べるはより良く生きる 
 ―咀嚼・口腔機能が創る全身の健康」（仮題） 

保険医協会に未入会の歯科の先生へ

理事　小島　登（内灘町・歯科）

現在の医療をめぐる状況は大変厳しく、歯科医院の経営悪化や歯科保険診

療も困難になっています。

歯科部では、最新の保険情報、提供文書の工夫や有用な図書の紹介と無料

配布を行っています。また、医科や医療関係者との交流機会を増やし、そし

て学ぶ心を持ち続けて行動する仲間が集い、以下のことをモットーに企画を

立て、積極的に講演会などを実行しています。

これから共に協力して、地域医療を改善していこうではありませんか。保

険医協会へのご入会をお待ちしています。

保険医協会・歯科部のモットー

保険医協会・歯科部のモットーは次のとおり。

①情報の賞味期限に気を配ります

賞味期限の短いものは、枝葉をできるだけそぎ落とし、核心部分をできる

だけ最速にタイムリーに提供します。普遍的な将来性のあるスパンの長いテ

ーマはいろんな角度からじっくり考えます。

②客観的価値と主観的価値のバランスを考えます

社会から求められているものを冷静に見極め、自分のアイディアを巧みに

組み合わせます。咀嚼されていない客観的な「資料」の提供では、インパク

トも面白みもありません。しかし、自分の興味ばかり主張しすぎますと、独

りよがりになります。周囲の動きや流れと共有させて、客観的能力を鍛えます。

③自分のフィルターを進化させます

日ごろから平面的な「資料」からメリハリ、濃淡のついた「情報」へ活性

化させる訓練をします。出会いが一番のチャンスと思い、意識して情報の取

捨選択を心がけます。「情報」を自分の中に深くくぐらせ、消化して、優先

順位をつけ、使えるアイディアを編み出していきます。また、異種の情報源

に積極的に接するようにして感性を磨き、着眼点や脳の働きを鍛えておきま

す。

保険医協会は 

国民医療の充実と 

保険医の生活を守ります。 

未入会の先生へ 

　お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、 
ご返送下さい。 

◎会　費（月額） 

◎入会金　な　し 

◎連絡先 

石川県保険医協会
電話  076（222）5373

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 
開業医　4,500円／勤務医　3,800円 

〒920-0902 金沢市尾張町2丁目8番23号 
 （太陽生命金沢ビル6階） 

入会の方法は

保険医協会にぜひご入会下さい！

医科　727人、歯科　279人 

会員数　1,006人 
本号は保険医協会未入会の先生方にも
お届けしました。 
この機会にぜひ入会をご検討下さい。 
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抗生剤の注射と内服を同時に処方したところ、 
診療内容が過剰との理由で返戻された事例 

＜第211例＞ 

1．保険者　　　国民健康保険　金沢市

2．年　齢　　　81歳　女性

3．診療月　　　平成18年５月

4．過誤調整連絡書の発行月：平成18年６月

5．病名・診療開始月

　（１）高血圧症、慢性胃炎 平成10年４月25日

　（２）変形性膝関節症 平成10年９月29日

　（３）高脂血症 平成10年10月23日

　（４）頸腕症候群 平成12年３月15日

　（５）末梢神経炎 平成12年12月22日

　（６）腰痛症 平成13年５月２日

　（７）慢性胃炎による胸やけ 平成13年10月24日

　（８）アレルギー性鼻炎 平成15年３月17日

　（９）逆流性食道炎再発再燃（維持療法） 平成15年５月９日

　（10）筋肉痙攣を伴う疼痛 平成16年６月11日

　（11）神経症、不安症 平成17年９月13日

　（12）脳梗塞 平成17年９月29日

　（13）便秘症 平成17年10月28日

　（14）脱水症 18年４月14日　中止１日

　（15）脱水症 平成18年５月16日

　（16）急性扁桃炎 平成18年５月17日

6．該当月の診療実日数：４日　

＜相談内容＞
急性扁桃炎の患者に対する抗菌剤の注射と内服を同時に処方したとこ

ろ、点滴注射の薬剤（セフキソン静注用１g）が過剰として返戻されたも

のです。このような場合、どのように返答すればよいでしょうか。

＜保険医協会のコメント＞
第211例は、抗生剤の注射と内服を同時に算定したところ、診療内容が

過剰であるとの理由で返戻されたものです。

療養担当規則第20条四－ロは「（注射と）内服薬との併用は、これによ

って著しく治療の効果を上げることが明らかな場合又は内服薬の投与だけ

では治療の効果を期待することが困難である場合に限って行う」と記載さ

れています。この条項を厳密に適用すれば、本件返戻のような事例が頻発

する危険があります。一方、診療の現場では、どの程度の改善を著しく治

療の効果を上げたとするのか、治療の効果をどの程度期待するのかという

判断は、一人ひとりの患者の状態や治療への期待により様々です。従って、

この条項を返戻査定の理由とするとき、レセプトを見ただけで機械的に判

断することはできません。本件の審査結果が査定ではなく返戻であったの

は、このあたりの不確実なところからきたものかもしれません。

現実的には、気道感染症の治療の場合、肺炎の場合は内服・注射の併算

定は問題ありません。気管支炎の場合も、各種検査等がなされている等、

レセプト内容から合理的なものは算定できると思われます。上気道感染の

場合は扁桃炎等でも重症化するものが多々ありますので、感染症の重症度

を判断する検査等が行われていれば算定できると判断して差し支えないと

思われます。レセプト内容がいかにも軽症の事例にかなりの頻度で内服・

注射の併算定があった場合は微妙なところとなります。

ところで、本件レセプトについてですが、臨床的に療養担当規則20条四

－ロをクリアすること（内服・注射の併算定した理由）を記載して再請求

することになります。

なお、最近、抗生剤の内服、注射の併算定に関して、同様な返戻があっ

たと、他の医療機関より情報が寄せられています。

『保険審査通信』に寄せられた相談事例
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お待たせしました！！ 

「病院マップ」 「病院マップ」 「病院マップ」 
2006年度版『病院マップ』発刊に寄せて 

今年4月に医療、介護同時の大幅な改定がなされました。その膨大な届け出項目を十分に検討咀嚼でき

る間もなく、7月1日には療養病棟の施設基準見直しがなされました。「骨太改革」の名の下に、医療の

根幹を揺るがす医療改革法案も通過しました。 

10月には現役並み所得の高齢者の自己負担割合が2割から3割に負担増、保険外併用療養費の新設、療

養病床に入院する高齢者の食費・居住費負担の見直しなどがすでに決定しており療養環境の悪化がさら

に加速されるのではないか、不安材料の枚挙にいとまがありません。経済を優先するためにはその手段

を選ばず、国民にとっても医療従事者にとっても大変困難な状況にあります。 

基本的にサ－ビスの受け手である国民は、より安全、安心、確実な保健・医療・介護サ－ビスを期待

しても十分満たされず、あるいは負担増のため不満を持つ人が増えるでしょう。一方で、困難な経営状

況の下、医療従事者は患者や利用者の健康・尊厳を守るため、従前以上に現場での努力が求められますが、

ともすると過重労働や過密スケジュールとならないか危惧されます。また、より一層の経営努力も必要

とされ、各医療機関・介護施設との連携や協力が重要となります。 

この『病院マップ』は、県内の病院を紹介利用するための情報を利用者側になるべく分かりやすい形

で提供できるよう努力しております。姉妹版の『福祉マップ』と共にご活用いただき、少しでも日常診療・

介護に役立てられることを期待します。また、解決困難な事例、医療・介護制度の問題点、制度運用上

の問題点については保険医協会にご連絡いただき、皆様とともに智恵を集め解決してゆきましょう。 

最後になりましたが、『病院マップ』発刊にあたりご協力いただいた病院や協賛各社に感謝いたします。 

 

　2006年8月1日 

 石川県保険医協会 
 会　　長　井沢宏夫 

 担当理事　西川忠之 

『病院マップ』巻頭言から 

2006年度版─完成！！ 
会員には本紙とともにお送りしました。 
追加は有料（1冊3,000円／会員は2,000円）になります。ご了承ください。 
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『保険審査通信』 
納得のいかない返戻、査定は 

でお知らせください。 

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、
紛失した場合や追加が必要な場合は、保険医協会までご請求下さい。 

F A X  ０７６（２３１）５１５６ 
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があった場合
に会員医療機関からお知らせいただき、保険医協会が『石川保
険医新聞』を通してコメントを掲載しています。 
会員医療機関におかれましては、不当あるいは納得できない返
戻・査定の情報を保険医協会にＦＡＸにてお送りください。 
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5 月 24 日、石川社会保険事務局において平成 18 年度第１回石川選定委

員会が開催され、今年度の集団的個別指導及び個別指導の対象者が選定

された。石川協会では石川社会保険事務局に第１回選定委員会の配布資

料や議事録の開示を請求し、この程個別指導の関連文書（A4版 1,020 頁）

を入手した。

選定委員会議事録によると、昨年の集団的個別指導は医科は平日（夜

間）及び日曜日、歯科は土曜日に実施されている。指導会場は医科は両

日とも地場産業振興センター、歯科は社会保険事務局である。他府県の

集団的個別指導はほとんどが平日午後の時間帯であり、診療に支障のな

い時間帯で行われている石川県の実施方法は全国的にも注目されている。

昨年に引き続き、医科の診療所は院内処方と院外処方にわけて平均点

数を算出。院内の平均点数から院外の平均点数を引いた点数の差を調整

点数として、院外の医療機関 1件当り平均点数に加算して調整している。

＜表 1参照＞

平成 18 年度の個別指導の選定理由＜表 2参照＞をみると、「平成 16 年

度集団的個別指導選定連動高点数」が医科は 25 件／ 26 件、歯科は 16 件

／ 20 件ある。最近 6年間の個別指導の選定理由＜表 3参照＞でも医科は

114 件／ 137 件（83.2％）、歯科は 80 件／ 112 件（71.4％）である。個別

指導の選定項目の中に「集団的個別指導を受けた保険医療機関のうち翌

年度の実績においても、なお、1件当たりの平均点数が高い保険医療機

関」があり、このため集団的個別指導の対象医療機関には必要以上に平

均点数を引き下げる心理的抑制（萎縮診療）が働く。ここに集団的個別

指導のもう一つの存在意義がある。

平成 8年度から施行された指導大綱には「保険診療の質的向上及び適

正化を図ることを目的」とし、「保険診療の取扱い、診療報酬の請求等に

関する事項について周知徹底させることを主眼」とすると定められてい

る。保険医協会ではこの指導大綱の本来の目的に

もとづき、高点数医療機関への集団的個別指導で

はなく、全ての保険医療機関への集団指導に切り

替える方策を要望している。

この外今年度の個別指導の対象医療機関は、高

点数以外では医科は「前年度特定共同指導の再

指導」が 1件あり、歯科は「前年度個別指導の結

果、再指導」が 3 件、「支払基金等の情報提供」

が 1件ある。

保険医協会では集団的個別指導や個別指導に関

する相談に応じています。個別指導等について不

明なところ、不安なところがありましたら、遠慮

なくご連絡ください。

＜表１＞　石川県における平成18年度の集団的個別指導の選定基準

類型区分 医療機関数 対象医療機
関数（8％）

石川県選
定基準値

石川県（1
件当たりの
平均点数）

全国平均
（1件当たり
の平均点数）

病　院

一般病院 60 5 37,274 33,885 39,493

老人病院 32 3 41,819 38,017 41,503

精神病院 12 0 35,578 32,344 

臨床・大学・特定 5 0 54,925 49,932 

計 109 8

診療所

内科（人工透析以外） 334 23 1,370 1,142 1,093

内科（人工透析が主） 9 1 5,524 4,603 7,034

精神・神経科 14 1 1,517 1,264 1,167

小児科 58 3 1,080 900 854

外科 76 2 1,642 1,368 1,184

整形外科 50 0 1,465 1,221 1,067

皮膚科 39 2 827 689 572

泌尿器科 4 0 1,343 1,119 2,109

産婦人科 40 3 1,194 995 988

眼科 57 1 830 692 692

耳鼻咽喉科 35 2 919 766 715

計 716 38

病　院 歯科 21 1 1,225 1,021 

診療所
歯科 464 36 1,626 1,355 1,315

計 485 37

保険薬局 339 27 1,218 1,015 

◇平均点数は病院は入院分。診療所、歯科、保険薬局は外来分。
◇平均点数とは、前年度4月～9月の6ヶ月間の公費負担医療を除く支払基金と国保連合会の取り
扱いレセプト1枚当りの平均点数である。
◇平均点数の対象レセプトは、病院は社保の本人・家族の入院分、診療所は社保及び国保の本人・
家族外来分、小児科は家族分である。老人病院は老人保健法対象者を利用している。
◇選定基準値とは、石川県の類型区分ごとの平均点数に病院は1.1倍、診療所、歯科、保険薬局は
1.2倍の数値を掛けたもので、基準値以上が個別指導の選定対象となる。

＜表3＞　最近6年間の個別指導保険医療機関の選定理由（石川県）
＜医科保険医療機関＞

選定理由 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 計

前々年度集団的個別指導連動高点数 17 15 22 18 17 25 114

適時調査による要再指導 4 1 5

3年前の個別指導の結果、再指導
（昨年度未実施のため） 1 1

前年度集団的個別指導を欠席 2 2

支払基金等からの情報提供 2 3 5

前年度個別指導の結果、再指導 2 1 1 4

前年度新規指導の結果、再指導 1 1

前年度特定共同指導の再指導 1 3 1 5

既指定個別指導の小計 24 19 24 20 24 26 137

新規指定個別指導 6 23 36 18 29 18 130

計 30 42 60 38 53 44 267

＜歯科保険医療機関＞

選定理由 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 計

前々年度集団的個別指導連動高点数 14 6 16 17 11 16 80

支払基金等からの情報提供 8 1 1 10

前年度個別指導の結果、再指導 2 3 1 6 3 15

前年度新規個別指導の結果、再指導 2 2 4

前年度特定共同指導の再指導 2 1 3

既指定個別指導の小計 18 19 18 18 19 20 112

新規指定個別指導 9 8 14 10 10 11 62

計 27 27 32 28 29 31 174

＜表2＞　平成18年度の個別指導の選定理由
医科

選定理由 件数

平成16年度集団的個別指導選定連動高点数 25

平成17年度特定共同指導の再指導 1

新規指定個別指導 18

合計 44

歯科

選定理由 件数

平成16年度集団的個別指導選定連動高点数 16

平成17年度個別指導事後措置「再指導」 3

選定理由が不開示（支払基金等の情報提供？） 1

新規指定個別指導 11

合計 31

薬局

選定理由 件数

平成16年度集団的個別指導選定連動高点数 11

平成17年度新規個別指導事後措置「再指導」 3

新規指定個別指導 25

合計 39

＜表4＞　平成17年度指導結果の概要

医科 歯科 薬局 合計

指導種類と結果 新規指導 個別指導 計 新規指導 個別指導 計 新規指導 個別指導 計 新規指導 個別指導 計

指
導
結
果

概ね妥当 16 1 17 3 3 10 2 12 29 3 32

経過観察 13 7 20 5 14 19 19 8 27 37 29 66

再指導 1 1 1 2 3 3 3 4 3 7

要監査 0 0 0 0

合計 29 9 38 9 16 25 32 10 42 70 35 105

概ね妥当：診療内容及び診療報酬の請求に関し、概ね妥当適切である場合
経過観察：診療内容及び診療報酬の請求に関し、適切を欠く部分が認められるものの、その程度が軽微で、診療担当者等の理解も

十分得られており、かつその改善が期待できる場合
再 指 導：診療内容及び診療報酬の請求に関し、適切を欠く部分が認められて、再指導を行わなければ改善状況が判断できない場合

開示請求で見えてくるもの 開示請求で見えてくるもの 開示請求で見えてくるもの 
集団的個別指導・個別指導の関連文書 集団的個別指導・個別指導の関連文書 
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患
者
さ
ん
と
の 

よ
り
深
い
付
き
合
い
を 
患
者
さ
ん
と
の 

よ
り
深
い
付
き
合
い
を 

な
が
い
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
永
井
　
幸
広（
金
沢
市
・
内
科
） 

夢
の
実
現
に
向
け
て
の
挑
戦 

テーマ 

会員デビュー講演 
・シンポジウム　 1

第13回 

病院の3分間診療ではできなかった夢を自院で実現すべく、
地域医療に取り組む永井幸広先生

講師の永井幸広会員
（6月15日・金沢都ホテル）
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「
開
業
し
よ
う
」
そ
う
思
っ

た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
一
月
で

し
た
。
し
た
が
っ
て
開
業
し
た

の
が
二
〇
〇
四
年
四
月
十
二
日

で
す
か
ら
、
準
備
期
間
は
約

十
五
カ
月
で
し
た
。

今
回
の
講
演
で
は
、
自
分
が

開
業
を
決
意
し
た
経
緯
、
当
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
経
営
理
念
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
今
後

の
課
題
に
関
し
て
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
一
）
な
ぜ
、
大
学
病
院
を
辞

め
た
の
か
？

恩
師
で
あ
る
故
小
林
健
一
教

授
の
ご
推
挙
も
あ
り
、
金
沢
大

学
第
一
内
科
の
講
師
を
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
糖
尿

病
・
内
分
泌
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー

フ
と
し
て
後
輩
の
育
成
、
研
究

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
研
究
面
に
お

い
て
自
分
の
才
能
の
限
界
を
知

り
、「
臨
床
医
」
と
し
て
最
も

重
要
な
「
患
者
さ
ん
と
の
よ
り

深
い
付
き
合
い
」
が
大
学
で
は

不
可
能
と
感
じ
、
基
幹
病
院
で

あ
る
金
沢
市
立
病
院
に
就
職
い

た
し
ま
し
た
。

（
二
）
金
沢
市
立
病
院
で
の
取

り
組
み

金
沢
市
立
病
院
で
は
「
骨
を

埋
め
る
」
覚
悟
で
、
就
職
前
に

糖
尿
病
分
野
で
は
先
進
的
医
療

を
展
開
し
て
お
ら
れ
た
富
山
県

立
中
央
病
院
と
黒
部
市
民
病
院

を
視
察
す
る
機
会
を
設
け
ま
し

た
。得

ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
自

分
な
り
に
い
く
つ
か
の
新
し
い

取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
①
週
一
回
の
入
院
患
者

の
チ
ー
ム
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

②
患
者
さ
ん
向
け
の
『
糖
尿
病

だ
よ
り
』
の
定
期
発
刊
③
糖
尿

病
患
者
会
「
く
す
の
き
会
」
の

設
立
④
ス
タ
ッ
フ
教
育
の
勉
強

会
の
開
催
（
一
回
／
一
〜
二
カ

月
）
⑤
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の

育
成
⑥
献
立
表
を
病
棟
で
患
者

に
提
示
⑦
周
辺
の
開
業
医
の
先

生
方
と
の
病
診
連
携
の
構
築
な

ど
を
数
年
間
に
わ
た
り
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

（
三
）
な
ぜ
、
金
沢
市
立
病
院

を
辞
め
て
開
業
を
選
択
し
た
の

か
？勤

務
し
て
肌
に
感
じ
ら
れ
た

の
は
、
①
三
分
間
診
療
の
外
来

で
は
十
分
な
診
察
・
検
査
が
で

き
な
い
②
来
院
当
日
の
血
糖
や

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
を
報
告
で
き
ず
、

「
過
去
完
了
形
」
の
診
療
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
点
③
糖
尿
病
療

養
指
導
士
を
う
ま
く
使
え
て
い

な
い
④
栄
養
指
導
が
簡
単
に
実

施
で
き
な
い
⑤
メ
ー
カ
ー
名
の

入
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
表
に
掲
示
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
⑥
病
院
全
体
と
し
て

病
診
連
携
に
か
け
る
意
気
込
み

が
欠
落
し
て
い
る
、
な
ど
で
し

た
。こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、

自
分
が
理
想
と
す
る
診
療
の
実

現
は
不
可
能
と
考
え
、
開
業
の

道
を
選
択
し
た
わ
け
で
す
。
幸

い
、
実
家
が
農
業
を
し
て
お

り
、
父
の
土
地
を
使
う
こ
と
が

で
き
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
の

利
も
考
え
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
開
業
で
き
ま
し
た
。

（
四
）
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
経
営

理
念①

正
確
で
分
か
り
や
す
い
医

療
の
提
供

三
分
間
診
療
で
は
十
分
に
説

明
で
き
な
か
っ
た
病
気
の
内
容

を
、
細
や
か
に
説
明
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
電
子

カ
ル
テ
を
用
い
る
こ
と
で
、
説

明
と
同
意
を
得
や
す
く
な
り
、

ま
た
、
も
う
一
台
の
Ｐ
Ｃ
を

用
い
て
自
分
が
作
成
し
た
疾
患

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。
メ
ー
カ

ー
か
ら
提
供
を
受
け
た
疾
患
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
充
実
し
て
い
ま

す
。②

あ
な
た
の
「
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
」
を
目
指
し
ま
す

患
者
さ
ん
の
ご
家
族
も
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
急
患
・
往

診
依
頼
に
も
対
応
し
て
お
り
ま

す
。「
す
こ
や
か
検
診
」「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ワ
ク
チ
ン
接

種
」
の
実
施
や
院
内
誌
『
す
ま

い
る
』
を
定
期
的
に
発
刊
し
て

お
り
ま
す
。

③
「
糖
尿
病
専
門
医
」「
内

分
泌
代
謝
科
専
門
医
」
と
し
て

の
専
門
性
の
充
実

血
糖
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
を
即
日

患
者
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
こ

と
で
、「
現
在
進
行
形
」
の
診

療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
フ
リ
ー
の
管
理
栄
養
士
に

週
三
回
来
て
も
ら
い
、
栄
養
指

導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

④
各
種
専
門
医
へ
の
ご
紹
介

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
人
脈

を
利
用
し
て
、
疾
患
ご
と
に
信

頼
の
お
け
る
専
門
医
を
迅
速
に

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

（
五
）
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
現
状

大
病
院
か
ら
の
紹
介
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
口
コ
ミ
か
ら
糖

尿
病
や
甲
状
腺
疾
患
の
患
者
さ

ん
が
比
較
的
多
い
の
が
特
徴
と

い
え
ま
す
。
想
定
外
だ
っ
た
の

は
、
開
発
治
験
の
依
頼
が
多
い

点
で
す
。
現
在
で
は
Ｓ
Ｍ
Ｏ
か

ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
派
遣

さ
れ
、
雑
事
は
ほ
と
ん
ど
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
比
較
的
容
易

に
治
験
が
遂
行
で
き
ま
す
。
一

例
あ
た
り
の
研
究
費
も
多
額
で

あ
り
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
安
定
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
わ

が
国
の
創
薬
に
、
自
院
が
貢
献

で
き
て
い
る
と
い
う
自
負
も
生

ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
診
療
所
の

立
場
か
ら
、
金
沢
赤
十
字
病
院

と
双
方
向
性
の
連
携
を
模
索
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
各
種

ポ
ス
タ
ー
や
「
二
人
主
治
医
カ

ー
ド
」
の
作
成
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
六
）
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
今
後

の
課
題

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
①

糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
育
成

②
糖
尿
病
患
者
会
の
設
立
③
地

域
住
民
を
対
象
と
し
た
勉
強
会

の
開
催
④
双
方
向
性
の
病
診
連

携
の
推
進
⑤
自
院
の
継
続
と
発

展
、
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
で
き

る
だ
け
夢
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
、
今
後
と
も
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
最
後
に
）

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
発
表

の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
本
会
に
心
よ
り
深
謝
い
た

し
ま
す
。

今
後
と
も
ご
教
授
・
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

こ
の
四
月
か
ら
、
歯
科
で

も
大
改
悪
が
断
行
さ
れ
ま
し

た
。代

表
的
な
改
悪
は
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
文
書
の
提
供

が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
で

す
。
入
れ
歯
を
例
に
と
れ

ば
、
型
を
採
る
前
に
、「
設

計
は
こ
う
し
ま
す
。
こ
ん
な

材
料
を
使
い
ま
す
。
装
着
時

に
は
、
こ
ん
な
こ
と
に
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。
出
す
と

き
は
右
か
ら
、
入
れ
る
と
き

は
左
側
か
ら
・
・
・
」
な
ど

な
ど
（
く
だ
ら
な
い
と
思
い

ま
せ
ん
か
？
）。
文
書
で
伝

え
る
よ
り
実
際
に
練
習
す
る

方
が
有
効
な
こ
と
も
書
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
ん

な
こ
と
が
歯
科
診
療
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
。歯

科
は
基
本
的
に
外
科
系

で
す
。
患
者
さ
ん
と
お
話
し

し
な
が
ら
、
な
お
か
つ
文
書

を
書
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
診
療
行
為
と

文
書
を
書
く
時
間
は
別
個
に

な
り
ま
す
。
す
る
と
以
前
と

同
じ
仕
事
内
容
を
同
じ
時
間

内
で
こ
な
す
こ
と
は
無
理
と

な
り
、
自
然
と
（
や
む
を
得

ず
）、
診
療
形
態
は
患
者
さ

ん
と
お
話
し
す
る
時
間
を
削

り
、
文
書
作
成
に
当
て
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
以
前
は
口
頭
で
お

話
し
す
れ
ば
よ
か
っ
た
こ

と
を
文
書
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
た
だ
け
で
す
か
ら
、
収

入
が
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
時
間

は
、
一
日
一
時
間
に
も
な
り

ま
す
。
労
働
時
間
の
一
割
弱

で
す
。

ち
ょ
っ
と
聞
い
て
く
だ
さ

い
よ
！

一
年
間
に
直
す
と
、
一
月

か
ら
働
き
始
め
て
、
十
一
月

の
後
半
か
ら
、
毎
日
毎
日
文

書
を
書
く
だ
け
の
診
療
形
態

で
す
。
当
然
そ
の
分
は
た
だ

働
き
同
様
で
す
か
ら
、
収
入

も
減
少
し
ま
す
。

歯
科
医
は
『
い
い
仕
事
し

て
い
ま
す
ね
エ
』
と
国
民
か

ら
思
わ
れ
た
い
の
で
す
が
、

『
姉
歯
事
件
』
を
例
に
出
す

ま
で
も
な
く
、
経
済
効
率
優

先
、
医
療
費
の
削
減
な
ど
、

余
裕
の
な
い
と
こ
ろ
に
い
い

仕
事
が
で
き
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
従
業
員
の
給
与
に

も
影
響
し
ま
す
。
こ
の
た
び

の
歯
科
に
お
け
る
診
療
報
酬

改
定
が
「
大
改
悪
」
だ
と
言

う
意
味
が
お
分
か
り
い
た
だ

け
た
で
し
ょ
う
か
。

（その48） 

歯科・診療報酬大改悪 
本末転倒の文書義務付け 
平田　米里（野々市町・歯科） 

●
●
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
●
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靖国問題は、いまや政治問題、対中韓の重大な政治問題化してしまった

が、そもそも何が問題なのか本質を理解している日本人は意外に少ないよ

うに思う。

【読んだ本】

靖国神社は、明治 2年（1869 年）東京招魂社として建立、明治 12 年靖

国神社と改称、明治維新時の官軍の霊から第 2次世界大戦の戦没者 250 万

人がまつられている。

以下①の要旨を述べ、それに対する②、③の反論を紹介する。

①の構成は感情の問題、歴史認識の問題、宗教の問題、文化の問題、国

立追悼施設の問題の五章構成、核心は靖国における感情の問題で、靖国が

決して追悼の施設でなく、あくまで国家のために、非業の死を遂げた方へ

の英霊顕彰施設であり、国家としての冷徹な計算が働いている、「感情の

錬金術（悲しみから喜びへの 180 度の逆転装置）」と論じている。

次に、A級戦犯分祀論は、戦争責任論を矮小化し、A級戦犯に戦争責任

を押しつけ昭和天皇の戦争責任を免責させる。また天皇、総理大臣の靖国

参拝と憲法の問題については、各地で訴訟が起こされ、違憲または憲法判

断回避の判決が出ているが、合憲との判断は下されていない。靖国神社を

「非宗教化」することは、虚構であり、不可能である。

靖国肯定派は、中国との対比で日本は死者を赦す文化、中国は死者を赦

さない文化。日本人には死者の魂と生者の魂の行き交い、常に死者との共

生感という意味で靖国問題を捉えているが、では、なぜ靖国というかたち

を取らなければならないか不透明。軍人軍属だけを祀り民間人の戦死者を

祀らない矛盾があり、結局、国家の政治的意思が働いたと指摘している。

靖国に替わる国立追悼施設については、たとえどのような追悼施設を作

っても国家の政治により「靖国化」される恐れがあり、結論的には政教分

離を徹底し、国家と神社の癒着を絶つ。靖国は、そこに祀られたいと望む

戦死者だけを祀る一宗教法人として存続すべしと主張している。

では保守系の論客は、高橋氏の著作にどのように反論しているのか。

②での高橋批判は強烈で「従来の左翼の思想のまま、東大教授の肩書き

で無知な大衆に 20 万部も売った ...」とよしりんは罵るのである。

戦死者は「公」と「私」の葛藤の中「個人」として国のため死んだ。「A

級戦犯」のレッテルは、不当な東京裁判で付けられた。BC級戦犯につい

ては、異国の地では不当判決、拷問死のような状況で多数処刑された。靖

国が政教分離に違反していると言うなら、その政教分離の元となった米国

では、キリスト教が堂々政治に入っている。国立慰霊施設なんて、国営カ

ルト宗教のようなものなど、きわめて断定的、挑発的な文章が並ぶ。彼の

文章を丹念に読んでいくと、ほころびが随所にあるが、独特の文体、漫画

と言う表現手段、特攻隊員たちの遺言集など見せつけられれば、現代史を

知らない若者には、強い印象、共感を与えていると思う。

上坂冬子さんの著作③は、保守の立場だが、よしりんのような極端な

「煽り」は感じられないが、戦前、戦中派の人として、「靖国の母」と呼ば

れる戦争未亡人に対する同情と共感。小泉首相はじめ政治家たちの言動・

所作に対する無知への非難（この点はよしりんと同じ）。東京裁判に対す

る矛盾の指摘。人間「東条英機」に対する再評価など、丹念に取材してい

る。

結論は、最終章に私案としての中韓両国への政府声明で終わっている。

すなわち、サンフランシスコ平和条約を署名・批准していない両国は戦犯

問題を発言する権利はない。A級戦犯に対する執拗に異議を申し立てる理

由がないのである。

【私の感想】

靖国という存在感は、特に祀られている遺族の方々の思いは理屈抜きで

強烈である。憲法をごく素直に解釈すれば、総理大臣の参拝は明らかに憲

法違反であろう。だから国が戦死者を追悼をしようと言うなら、別に国立

の無宗教の追悼施設を作るべき。しかしその施設が、今後自衛隊員から出

るかもしれない「新たな戦死者」を慰霊する施設にしてはならないと思う。

確かに東京裁判は、戦勝国が裁く一方的な裁判であったが、それでも所

謂「赤紙」を受けた者より、赤紙を送った方の責任は、日本の国民として

きちんと総括すべきである。よしりんや上坂さんは、そのことを曖昧にし

ている。

最近藤原彰の著作④を読んだが、太平洋戦争の日本の戦死者 310 万人、

そのうち軍人軍属二百数十万のうち何とその約 3分の 2が戦闘死でなく餓

死や栄養失調をベースにした病死であると言う。まさに兵站無視の無謀な

戦争であり、その指導者をどうして赦すことができようか。

高橋氏とよしりん、上坂さんの考え方の違いは、国家観の違いからくる

と思うが、最近後者のような「戦争をできる国」に変換しようとする動き

が大変強くなっているのが心配なところである。

<参考 1 >日本国憲法 20 条

1．信教の自由は、何人に対してもこれを保障する。いかなる宗教的団体も、国

から特権を受け、又は政治上の権力を行使してはならない。

2．何人も、その宗教的の行為、祝典、儀式又は行事に参加することを強制され

ない。

3．国およびその機関は、宗教教育その他いかなる宗教的活動もしてはならない。

<参考 2 >対日平和条約 25 条（上坂さんが、中国、韓国に発言権なしと断じた根拠）

この条約の適用上、連合国とは（中略）、該当国がこの条約に署名し且つこれ

を批准したことを条件とする（中略）。ここに定義された連合国の一国でないい

ずれの国に対しても、いかなる権利、権原又は利益も与えるものではない。日本

国のいかなる権利、権原又は利益も、この条約のいかなる規定によっても前記の

とおり定義された連合国の一国でない国のために減損され、又は害されるものと

みなしてはならない。

○テーマ─ 靖国問題 
喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 

1その 
 

読書教室 

＜本シリーズの紹介＞

あるテーマに関する複数の著作を読んで、あるいは一人の作家の時

代的変遷に伴なう複数著作を読み、ものの本質に迫ろうと試みまし

た。と言っても私の読書力では、とても深く読み込むことができませ

ん。いわば習作的な意味で「読書教室」としました。読者の皆様のご

批判・ご感想をいただければ幸いです（筆者）。

①靖国問題
●著者：高橋　哲哉
●出版：ちくま新書

②新ゴーマニズム宣言 Special 靖国論
●著者：小林　よしのり（よしりん）
●出版：幻冬舎

③戦争を知らない人のための靖国問題
●著者：上坂　冬子
●出版：文春新書

④餓死（うえじに）した英霊たち
●著者：藤原　彰
●出版：青木書店
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平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

１１ 

訪
問
歯
科
・
口
腔
ケ
ア（
そ
の
4
） 

口
腔
ケ
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を
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制
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の
不
備
改
善
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理学療法士の活躍の分野は、私が就職した 20 数年前は、医療分野が主

でありましたが、超高齢化社会を迎えつつある今、その活躍の場も大きく

変化しようとしています。

私は現在、理学療法士、作業療法士を養成する専門学校の教員をしてい

ますが、本校に入学してくる学生の志望動機は、圧倒的に高校時代のクラ

ブ活動のケガがきっかけで理学療法士に関わりを持ったことにあります。

しかし、理学療法士に対する治療のニーズは、学生の動機とは異なり、

整形外科疾患だけではなく、脳卒中・脳性麻痺に代表される中枢神経疾患

や、先に述べた高齢者、さらには内部障害（呼吸・循環器疾患、糖尿病な

ど）と多様化しています。

この状況において、分野ごとにより高度な専門性が求められる時代にな

っています。学校教育の中でも、それらに対応すべく専門分野ごとにカリ

キュラムを組み、新しい知識・情報を取り入れるよう工夫していますが、

卒業時にすべての疾患に対して即戦力となるようにというわけにはいきま

せん。

卒業後の教育体系として、日本理学療法士協会では現職者講習会という

研修会が、各分野において短期的に開催されています。

また、長期的な講習会としては、中枢神経疾患に対するボバース概念に

基づく評価・治療講習会や、近年では国際的な研修会として固有受容性

神経筋促通法（ＰＮＦ）、徒手療法の手技としてのノルディックシステム

（Kaltenborn-Evjenth-Concept）などが開催されています。

私自身、30 代後半に一念発起し、若い理学療法士たちに混じってノル

ディックシステムのコースに挑みました。徹底した運動器の解剖・運動・

生理学の知識のたたき直し、画像所見の診かた、患者の身体を触診するこ

とからの問題推論、スーパービジョン（臨床実習）などを終了し、コース

に参加してから約５年でインストラクター資格を取得することができまし

た。現在も、後進の育成と自己研鑽のために、ノルディックシステムのコ

ースに参加しています。この経験から、学生に対して理学療法の効果や面

白さ、またその反面にある厳しさを伝えることができるようになったと感

じています。

昨今は、理学療法士に対し、病院や施設から在宅に至るまで、幅広い場

面での活躍が求められるようになっています。また、同時に患者も自分の

ニーズによって治療を選択できる時代となり、理学療法士自身もそのニー

ズに対応するため、専門職としてより高度な知識・技術を持って臨まなけ

ればなりません。

私は、教育現場の人間として常に社会が、患者が、今何を求めているの

かを探求し、高度専門士（修業年限が４年以上の専修学校の専門課程修了

者に付与される称号）に恥じない、人間性豊かな人材の育成を行っていか

なければならないと、切に感じております。

また、実際の教育に関しましても、４年

間の学校教育では基礎の域を出ることがで

きないので、卒後教育が真の専門職の育成

に多大な重要性を持つと考えております。

私は、今後も学生が自分の選択した『理

学療法士』という専門職に希望や夢を持て

るよう、精一杯邁進していきたいと考えて

います。

PT編 その⑤ 

今、理学療法士に求められるものは？ 

専門学校金沢リハビリテーションアカデミー　理学療法学科学科長　加藤　謙一 
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医科会員に無料で進呈！ 

保険診療の手引 
（2006年4月版） 

B5判　900ページ　定価5,000円 
点数の算定方法がすべて分かる、保険診療のバイブル。 

医科会員には、本紙と一緒に 
1冊無料でお送りします。 
追加は定価5,000円です。 
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口
腔
ケ
ア
の
究
極
の
目
的

は
、
口
腔
に
起
因
す
る
感
染

予
防
に
あ
る
の
で
す
。
た
と

え
ば
、
歯
周
病
に
罹
患
し
て

い
る
部
位
で
は
、
急
性
発
作
を

抑
え
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
で

す
。
本
格
的
治
療
は
不
可
能
な

の
で
、
治
癒
に
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
穏
や
か
に
歯
が
抜
け
て
い

く
よ
う
に
誘
導
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

実
際
の
経
験
で
言
う
な
ら
、

数
年
の
経
過
の
う
ち
に
、
重
症

の
歯
周
病
罹
患
歯
は
順
番
に
腫

れ
る
こ
と
も
な
く
静
か
に
抜
け

落
ち
て
い
く
ケ
ー
ス
を
数
多
く

診
て
き
ま
し
た
。
意
思
を
伝
え

る
こ
と
も
で
き
な
い
、
ほ
と
ん

ど
寝
た
き
り
の
方
々
な
の
で
確

認
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
苦
痛
を

伴
う
こ
と
は
無
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
入
れ
歯
を
清
潔
に
保

つ
こ
と
は
、
真
菌
症
の
予
防

や
入
れ
歯
に
よ
る
傷
か
ら
の
感

染
を
少
な
く
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ
こ

と
は
肺
炎
予
防
と
ま
で
は
言

い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
熱
発
の
予

防
に
は
効
果
が
あ
る
と
言
え
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
全
身
の
管

理
に
寄
与
で
き
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
だ
け
で

は
な
く
、
こ
れ
ら
を
裏
付
け
る

ち
ゃ
ん
と
し
た
疫
学
的
に
根
拠

あ
る
論
文
も
出
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
論
文
に
登

場
す
る
ケ
ア
を
実
施
し
た
方

は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
歯
科
衛
生
士

で
す
。
第
一
回
目
か
ら
、
私
が

し
つ
っ
こ
く
歯
科
衛
生
士
を
登

場
さ
せ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。
医
科
に
お
け
る
清
拭
と
ど

こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？

歯
科
衛
生
士
は
、
例
を
挙
げ

る
と
以
下
の
よ
う
な
ケ
ア
を
し

て
い
ま
す
。

上
あ
ご
や
舌
に
こ
び
り
付
い

て
、
無
理
や
り
は
が
そ
う
と

す
る
と
出
血
し
そ
う
な
剥
離
上

皮
の
厚
い
塊
は
、
湿
ら
せ
て
十

分
に
軟
化
し
て
か
ら
は
が
し
ま

す
。ブ

リ
ッ
ジ
の
底
の
食
物
残
渣

や
歯
垢
は
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
曲

が
っ
た
細
い
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使

い
ま
す
。
歯
周
病
で
腫
れ
て
い

る
部
位
、
た
と
え
ば
歯
と
歯
の

間
や
裏
側
で
は
、
隠
れ
て
い
る

歯
垢
（
菌
）
を
時
間
を
か
け
て

か
き
出
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
歯
科
衛
生
士
は
一

人
に
十
分
な
時
間
を
割
き
ま
す

（
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
）。

次
に
、
清
拭
で
は
、
困
難
な

部
位
を
専
用
の
道
具
（
使
い
方

を
熟
知
す
る
必
要
あ
り
）
を
用

い
て
ケ
ア
し
ま
す
。
大
き
な
違

い
は
こ
の
二
点
で
す
。
当
然
、

そ
れ
な
り
の
訓
練
は
必
要
で
、

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ど
ん
な
ケ

ー
ス
に
お
い
て
も
対
応
で
き
る

と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
多

く
の
場
合
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

対
処
で
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
が

味
噌
で
す
。

し
か
し
、
制
約
が
あ
り
ま

す
。
専
用
の
清
掃
用
具
は
無

料
で
提
供
し
て
も
良
い
の
で
す

が
、
医
療
制
度
上
、
回
数
の
制

限
や
時
間
の
制
限
は
ど
う
に
も

な
り
ま
せ
ん
。
十
分
な
設
備
を

具
備
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
往

診
に
よ
る
制
約
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
、
歯
科
医
を
イ
ラ
つ

か
せ
て
い
ま
す
。
真
に
国
民
の

健
康
に
寄
与
で
き
る
制
度
上
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
渇
望
し
て
い

ま
す
。
た
だ
思
っ
て
い
る
だ
け

で
は
何
の
進
展
も
な
い
の
で
、

保
険
医
協
会
な
ど
を
通
じ
、
現

場
か
ら
の
声
を
省
に
届
け
る
よ

う
に
働
き
か
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。



石 川 保 険 医 新 聞 2006年８月15日（毎月15日発行）（8）第412号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

帯刀　裕之（小松市・内科） 

●ALSという進行性神経難病（Amyotrophic Lateral 
Sclerosisの略で日本名で筋萎縮性側索硬化症）があります。
1996年にこのALSで人工呼吸器を装着し、在宅療養をはじ
められた西尾健弥さん（小松市在住）。彼を支えるためにはじ
まった「ALSと仲間達」の活動・企画に、小松で何度も参加し
ました。毎回、新鮮で感動します。人間の可能性、芸術の力、命
の不思議を感じます。 
　1999年3月に西尾さんが亡くなられた今もなお活動が続
けられ、その活動も今年で10周年。下記のような企画が生ま
れました。すべての人に、お薦めします。 
　また、「ALSと仲間達」のホームページができました。ぜひ、
一度ご覧ください。 
http://www.geocities.jp/ＡＬＳnakamatachi/

■企画・その1 
ALSと仲間達10周年記念コンサート＆講演会 
テーマ：「魂のいちばんおいしいところ」 

日　時：2006年9月3日（日） 
　　　 会場12時30分　開演13時30分～16時 
場　所：石川県立音楽堂コンサートホール 
　　　 （1,500人収容） 
ゲスト： 谷川俊太郎 （詩の朗読） 
 柳田　邦男 （講演：いのちの言葉） 
 覚和　歌子 （詩の朗読、歌） 
 DiVa 谷川　賢作（ピアノ） 
  高瀬麻里子（歌） 
  大坪　寛彦（ベース） 
  小幡　　亨（スーパーカッション） 
参加費：前売3,000円（小中生1,500円） 
　　　 当日3,500円（小中生2,000円） 
＊難病相談、難病患者さんの作品展同時開催（11：00～16：00） 
（チケット取り扱い場所） 
石川県立音楽堂チケットボックス、香林坊大和、山蓄（めいてつエムザ・109 
香林坊、クラシック橘川、楽器センター金沢、金沢百番街、大和小松店、パトリア、 
アルプラザ金沢店・津幡店・小松店・加賀店、ローソン（Ｌコード52881）、 
チケットぴあ、つじぶん 
 
■企画・その2 
ALSと仲間達10周年記念コンサートIN空とこども絵本館 
詩と音楽のコラボレーション 
テーマ：「魂のいちばんおいしいところ」 

日　時：2006年9月2日（土） 
　　　 会場12時00分　開演13時00分～15時30分 

場　所：小松市立　空とこども絵本館　絵本館ホール 
　　　 （100人収容） 
ゲスト： 谷川俊太郎 （詩の朗読） 
 覚和　歌子 （詩の朗読、歌） 
 DiVa 谷川　賢作（ピアノ） 
  高瀬麻里子（歌） 
  大坪　寛彦（ベース） 
  小幡　　亨（スーパーカッション） 
参加費：前売3,000円（小中生1,500円） 
　　　 当日3,500円（小中生2,000円） 
（チケット取り扱い場所） 

アルプラザ小松店・加賀店、つじぶん 
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私
た
ち
の
勤
務
す
る
病
院
で

も
、
看
護
師
不
足
は
深
刻
な
現
状

で
す
。
日
中
・
夜
間
問
わ
ず
、
ナ

ー
ス
コ
ー
ル
が
鳴
っ
て
も
、
そ
れ

が
一
度
に
二
件
三
件
と
な
る
と
す

ぐ
に
は
対
応
で
き
ず
、
患
者
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
す
ぐ
に
行
っ
て
あ
げ
た

い
の
に
看
護
師
が
い
な
く
て
飛
ん

で
い
け
な
い
・
・
・
、
こ
ん
な
こ

と
が
毎
日
発
生
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
看
護
が
し
た

い
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
鳴
っ
て
も

｢

し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い｣

で

は
な
く
「
す
ぐ
う
か
が
い
ま
す
」

と
言
っ
て
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て

頂
き
た
い
と
、
心
の
中
で
毎
日
叫

び
な
が
ら
働
い
て
い
る
の
で
す
。

日
々
の
業
務
を
こ
な
す
だ
け
で

ク
タ
ク
タ
に
な
っ
て
、
振
り
返

り
や
学
習
を
し
た
い
と
思
っ
て

も
、
体
を
休
め
る
の
に
精
一
杯
な

日
々
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
ま

た
ど
こ
か
の
病
院
で
医
療
過
誤
の

ニ
ュ
ー
ス
。
明
日
は
わ
が
身
で

は
、
と
不
安
に
お
び
え
て
し
ま
い

ま
す
。
何
の
た
め
に
看
護
職
を
選

ん
だ
の
か
、
振
り
返
る
と
涙
が
出

て
き
ま
す
。

入
院
時
の
ア
ナ
ム
ネ
を
し
っ
か

り
取
る
余
裕
も
な
く
、
問
題
点

の
把
握
や
評
価
が
不
十
分
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
精
神
疾
患
を
持

つ
患
者
さ
ん
の
お
話
し
を
ゆ
っ
く

り
聞
い
て
あ
げ
た
い
の
に
、
ゆ
と

り
が
な
い
の
で
す
。
個
別
指
導
を

十
分
に
患
者
さ
ん
に
伝
え
、
安
心

し
て
退
院
し
て
頂
け
る
時
間
が
あ

り
ま
せ
ん
。
入
退
院
を
繰
り
返
す

方
の
社
会
背
景
に
問
題
は
な
い
の

か
、
退
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
安

心
し
て
日
常
が
送
れ
る
よ
う
に
不

安
に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
指

導
が
し
た
い
、
部
屋
持
ち
を
し
な

が
ら
の
リ
ー
ダ
ー
業
務
で
は
な

く
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
全
体
を

把
握
し
た
リ
ー
ダ
ー
業
務
が
し
た

い
・
・
・
。

も
っ
と
看
護
師
が
増
え
れ
ば
、

や
り
た
い
看
護
は
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
頂

き
た
い
と
の
思
い
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。こ

の
病
棟
だ
け
で
は
な
く
、
す

べ
て
が
看
護
師
不
足
で
同
じ
よ
う

な
状
況
な
の
で
す
。

手
術
室
で
も
、
看
護
師
が
不
足

し
て
い
ま
す
。
五
人
の
看
護
師

で
、
手
術
、
血
管
造
影
検
査
、
中

央
材
料
室
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
間
三
百
二
十
件
前
後
の
手

術
、
百
三
十
件
前
後
の
検
査
、
予

定
以
外
に
緊
急
手
術
の
対
応
。
日

中
は
、
術
前
後
訪
問
に
手
術
機

材
、
手
術
室
内
の
準
備
、
縫
合
糸

か
ら
針
、
機
材
な
ど
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
の
物
品
の
管
理
と
補
充
、

薬
剤
の
準
備
。

手
術
中
は
、
外
回
り
看
護
師
で

手
分
け
し
て
、
明
日
の
準
備
と
訪

問
。
交
代
で
昼
食
を
取
り
な
が
ら

二
件
目
、
三
件
目
の
手
術
準
備
。

手
術
が
長
時
間
に
及
び
深
夜
帰

り
も
た
び
た
び
で
す
。
翌
日
、
休

み
た
く
て
も
予
定
手
術
が
入
っ
て

い
て
、
こ
の
人
数
で
は
休
め
ま
せ

ん
。
手
術
が
終
わ
っ
て
も
機
器
の

洗
浄
、
滅
菌
、
手
術
室
の
清
掃
な

ど
、
い
つ
で
も
緊
急
手
術
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
手
を
抜
け
ま
せ

ん
。二

人
一
組
で
、
一
週
間
交
代
で

緊
急
呼
び
出
し
用
携
帯
を
持
っ

て
の
帰
宅
と
休
日
。
い
つ
で
も
す

ぐ
に
飛
ん
で
行
け
る
よ
う
に
、
家

で
も
体
制
を
整
え
て
い
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。
安
全
な

手
術
の
提
供
を
守
り
ぬ
か
な
け
れ

ば
・
・
・
。
も
っ
と
看
護
師
が

増
え
れ
ば
、
日
々
の
業
務
以
外
に

も
、
も
っ
と
学
習
し
た
い
し
、
行

き
届
い
た
術
前
訪
問
も
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
は
、
私
の
勤
務
す

る
病
院
だ
け
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
の
病

院
も
看
護
師
が
不
足
し
て
、
目
の

回
る
忙
し
さ
な
の
で
す
。
看
護
学

校
を
卒
業
し
て
、
や
っ
と
念
願
の

看
護
師
に
な
れ
た
の
に
、
現
実
の

厳
し
さ
に
退
職
者
が
続
出
し
て
い

る
病
院
も
あ
り
ま
す
。
近
所
の
開

業
医
は
、
次
々
と
入
院
ベ
ッ
ド
を

無
く
し
て
、
外
来
や
介
護
関
係
に

看
板
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
も
の
す
ご
い
勢
い

で
医
療
現
場
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
っ
て
病
院
が
い
け
な
い

の
？
看
護
学
校
な
ど
の
教
育
現
場

が
い
け
な
い
の
？

こ
の
ま
ま
で
は
、
患
者
さ
ん
の

命
が
守
れ
ま
せ
ん
！

人
の
役
に
立
ち
た
く
て
、
や
り

が
い
の
あ
る
職
業
に
就
き
た
く

て
、
昔
、
入
院
し
た
時
の
看
護
婦

さ
ん
の
姿
に
あ
こ
が
れ
て
・
・
・
、

み
ん
な
希
望
い
っ
ぱ
い
で
看
護
師

を
目
指
し
た
は
ず
。

一
分
で
も
寝
て
い
た
い
、
明
日

は
早
く
帰
宅
で
き
る
か
な
？　

子
ど
も
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た

い
、
家
族
と
一
緒
に
食
事
し
た

い
・
・
・
、
看
護
師
だ
っ
て
人
間

で
す
。
こ
れ
は
ぜ
い
た
く
な
望
み

な
の
で
し
ょ
う
か
？

私
も
、
も
う
ヘ
ト
ヘ
ト
で
す
。

看
護
師
を
目
指
し
た
の
は
患
者
さ

ん
を
苦
し
め
る
た
め
で
も
、
ヘ
ト

ヘ
ト
の
看
護
師
に
な
る
た
め
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
医
療
従
事
者
が
一
丸
と

な
っ
て
、
看
護
師
増
員
・
医
療
従

事
者
増
員
を
訴
え
な
け
れ
ば
、
何

も
変
わ
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
猛

ス
ピ
ー
ド
で
医
療
現
場
は
荒
廃
し

て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
医
療
従
事
者
を

目
指
す
世
代
の
人
た
ち
の
た
め

に
、
な
に
よ
り
私
た
ち
の
病
院
に

命
を
預
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
の
た
め
に
、
ク
タ
ク
タ
で

も
ヘ
ト
ヘ
ト
で
も
立
ち
上
が
ら
な

け
れ
ば
！

第
四
話 

　すぐに行けない 
　　　　　ナースコール 

（県内私的病院・看護師） 

このコーナーの原稿を募集します
字数は 1200 字程度で、掲載月は相談させていただきます

詳しくは事務局の杉野まで 076（222）5373

看
護
師
が
見
た 

医
療 

 

現
場 

医
療 

 

現
場 
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高
齢
者
の
生
存
脅
か
す
医
療
制
度『
改
革
』 

今、医療の現場では 今、医療の現場では 

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い 

病
棟
看
護
師
の
過
重
労
働 

れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
家
族
も

病
弱
な
高
齢
患
者
を
抱
え
、
途

方
に
暮
れ
る
と
い
う
深
刻
な
事

態
が
確
実
に
来
ま
す
。
当
事
者

の
患
者
家
族
が
、
現
在
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
も
知
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
＊
）
今
年
四
月
の
診
療
報

酬
改
定
で
、
療
養
病
床
に
入
院

す
る
患
者
は
、
大
ま
か
に
軽
症

か
ら
重
症
へ
三
段
階
に
区
分
さ

れ
た
。
医
療
区
分
「
１
」
〜

「
３
」。
医
療
区
分
「
１
」
と
判

定
さ
れ
た
患
者
の
診
療
報
酬
は

従
来
の
入
院
料
の
四
〇
パ
ー
セ

ン
ト
近
く
が
削
減
さ
れ
、
病
院

と
し
て
は
経
営
的
に
入
院
を
維

持
で
き
な
い
。

隣
接
施
設
と
連
携
し
て
も 

赤
字
が
続
く
病
院
経
営 

【
牛
村
】
そ
れ
で
は
、
今
病
院

で
は
実
際
に
ど
う
い
う
こ
と
が

起
き
て
い
る
か
を
島
先
生
か
ら

順
番
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

【

島

】
寺
井
病
院
は
、
旧
寺

井
町
に
唯
一
の
病
院
と
し
て
地

域
医
療
を
担
っ
て
五
十
数
年
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
二
〇
〇

三
年
の
医
療
法
の
改
正
で
、
あ

え
て
療
養
病
床
を
選
択
し
ま
し

た
。も

ち
ろ
ん
、
療
養
病
床
と
い

座談会出席者  （順不同） 座談会出席者 （順不同） 
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島　　隆雄氏 
（寺井病院院長・内科） 

大滝　修代氏 
（松原病院・看護師） 

野村　鈴恵氏 
（城北病院・看護部長） 

林　　亀雄氏 
（特別養護老人ホーム入居待機者家族会代表） 

井沢　宏夫 
（石川県保険医協会会長／金沢市・内科） 
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（『石川保険医新聞』編集長／白山市・眼科） 

う
の
は
点
数
も
低
い
し
、
看
護

師
や
看
護
補
助
者
の
配
置
も
か

な
り
薄
く
な
る
の
で
非
常
に
悩

ん
だ
の
で
す
が
、
周
り
の
一
般

病
院
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
は
う
ま
く
や
っ
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の

改
悪
と
な
り
、
は
た
と
困
っ
て

い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
七
月
か
ら
療
養
病
床

を
ど
う
す
る
か
検
討
し
ま
し
た

が
、
一
般
病
床
に
戻
る
か
、
今

の
療
養
病
床
の
枠
組
み
の
中

で
何
と
か
が
ん
ば
る
か
。
患
者

さ
ん
に
、
あ
な
た
は
医
療
区
分

「
１
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
退
院

し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
す
。

ほ
か
に
、
老
健
施
設
あ
る
い
は

有
料
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
転
換
を

図
る
と
い
う
選
択
も
あ
る
わ
け

で
す
が
、
当
院
の
場
合
は
、
地

域
で
の
期
待
が
非
常
に
大
き

く
、
病
床
は
無
く
さ
な
い
で

欲
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
、
何
と
か
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン

ジ
で
乗
り
切
れ
な
い
か
考
え
て

い
ま
す
。

実
際
、
病
院
に
隣
接
し
た
老

健
施
設
が
五
十
床
あ
り
、
病
院

の
五
十
五
床
と
合
わ
せ
て
、
全

体
で
百
五
床
を
一
体
の
も
の

と
し
て
の
運
用
を
考
え
て
い
ま

す
。
入
院
中
の
患
者
さ
ん
を
よ

く
見
る
と
、
医
療
区
分
が
低
い

方
で
も
、
中
に
は
要
介
護
度
の

高
い
方
が
お
ら
れ
る
。
逆
に
、

今
、
老
健
に
入
っ
て
お
ら
れ
る

方
で
実
際
は
要
介
護
度
が
高
く

な
い
の
に
、
医
療
区
分
に
直
す

と
高
い
方
も
お
ら
れ
る
。
そ
こ

で
医
療
の
区
分
の
高
い
方
を
病

棟
に
集
め
た
り
、
老
健
の
方
に

は
要
介
護
度
の
高
い
方
を
集
め

る
こ
と
で
、
全
体
の
経
営
を
改

善
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。老

健
施
設
の
方
で
持
っ
て
い

た
短
期
入
所
療
養
介
護
の
機

能
を
病
院
の
方
に
移
す
と
そ
の

分
、
老
健
施
設
に
若
干
ベ
ッ
ド

が
空
く
の
で
、
そ
こ
で
長
期
療

養
の
方
を
介
護
保
険
で
み
て
い

き
、
患
者
さ
ん
や
利
用
者
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
考
え

て
い
ま
す
。

た
だ
、
実
際
に
は
い
ろ
い
ろ

（
十
面
に
続
く
）

【
牛
村
】
本
日
は
、「
今
、
医

療
の
現
場
で
は
」
と
い
う
こ
と

で
、「
高
齢
者
の
生
存
脅
か
す

医
療
制
度
『
改
革
』」
を
テ
ー

マ
に
座
談
会
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
、
今
回
座
談
会
を
開
催

し
た
目
的
に
つ
い
て
、
井
沢
先

生
お
願
い
し
ま
す
。

【
井
沢
】
僕
た
ち
開
業
医
の
多

く
は
、「
病
院
」
の
置
か
れ
て

い
る
実
態
を
十
分
に
理
解
し
て

い
ま
せ
ん
。
特
に
病
棟
で
働
い

て
い
る
看
護
師
さ
ん
の
過
重
労

働
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
現

状
を
知
ら
な
い
で
い
ま
す
。
病

棟
の
働
き
手
の
中
心
で
あ
る
看

護
師
の
看
護
の
実
態
に
つ
い
て

知
る
こ
と
は
、
入
院
中
の
紹
介

患
者
さ
ん
の
処
遇
を
知
る
上
で

も
重
要
で
す
。
病
棟
で
の
医
療

の
実
態
を
知
り
た
い
と
思
い
ま

す
。折

し
も
、
今
年
四
月
の
診
療

報
酬
の
改
定
で
、
七
月
よ
り
療

養
病
棟
に
入
院
す
る
患
者
さ
ん

が
医
療
区
分
（
＊
）
に
よ
っ
て

選
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
五
年
間
ほ
ど
か
け
て

二
十
三
万
床
の
療
養
病
床
を
削

減
す
る
法
律
が
成
立
し
、
こ
の

ま
ま
進
め
ば
病
院
も
経
営
的
に

建
ち
行
か
な
く
な
り
ま
す
。
何

よ
り
、
退
院
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
行
き
場
を
失
う
高
齢
の
患

者
さ
ん
が
最
も
窮
地
に
立
た
さ

ひやり、ハッとをはじめ、医療ミスや医療事故の多発をマスコミが喧伝して久しい。

マスコミは、事故を起こした医師や看護師らの個人的な責任や病院の管理責任を報道するが、事故を起こした病院の置かれてい

るスタッフ不足や経営的窮状、厳しい状況で勤務する医師や看護師の激務について報道することは少ない。

これらの「事故」の根底には、政府が一貫して進める社会保障費の縮小政策が原因として存在することは明白だ。

政府の医療費削減政策は、医療事故などに見られるように「医療の質」を確実に低下させているし、保険料の値上げや医療費の

自己負担増加は、受診の機会を抑制し、低所得者や弱者の間に健康被害や格差が広がっていることも明白な事実だ。

6月に成立した医療制度「改革」関連法は、特に高齢者に介護や医療を受ける機会や診療内容を制限縮小し、「生存権」すら脅か

す内容になっている。憲法25条「国はすべての生活部面について、社会福祉、社会保障および公衆衛生の向上及び増進に努めな

ければならない」責任を放棄していることを弾劾しなければならない。

この座談会を通して、多くの保健・医療・福祉などの分野で働く方々に、入院医療の現場で起きていることについて理解を深め

ていただければ幸いである。

開　催　趣　旨

●島　　隆雄氏●
寺井病院院長
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な
問
題
が
あ
り
、
介
護
保
険

で
は
一
割
負
担
で
す
し
、
居

住
費
、
食
費
の
自
己
負
担
が
か

か
り
ま
す
か
ら
、
病
院
か
ら
老

健
施
設
に
移
る
と
、
負
担
が
増

え
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。
加

え
て
、
病
院
に
い
れ
ば
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
と
そ

の
分
の
自
己
負
担
が
自
治
体
か

ら
返
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
介

護
に
移
る
と
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
所
得
の
少
な
い
方
を
介
護

で
み
て
い
く
の
は
、
そ
れ
な
り

に
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
努
力
を
し
て
も
区

分
「
１
」
と
区
分
「
２
」「
３
」

と
の
点
数
の
差
が
あ
り
、
赤
字

体
質
は
か
な
り
残
り
ま
す
。
在

宅
や
外
来
の
部
分
で
何
と
か
経

営
的
な
帳
じ
り
を
合
わ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
簡
単
で
は
な
い
の
が
現
状
で

す
。

病
棟
看
護
師
の
夜
勤
九
回 

土
日
の
休
み
が
月
一
回 

【
大
滝
】
松
原
病
院
で
は
、
老

人
と
精
神
科
の
療
養
病
棟
が
六

病
棟
あ
っ
て
、
三
百
五
十
三
床

と
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
配
置
基
準
は
患
者
六

人
に
一
人
で
す
。
補
助
者
も
含

め
る
と
十
人
。
六
十
人
の
患
者

さ
ん
を
十
人
の
看
護
師
と
九
人

か
ら
十
人
の
補
助
者
で
看
護
す

る
と
い
う
状
態
な
の
で
す
。

療
養
病
床
と
い
っ
て
も
、
ス

ト
レ
ス
合
併
症
病
棟
、
急
性
、

社
会
復
帰
病
棟
、
老
人
と
い
う

こ
と
で
、
目
的
を
持
っ
た
病
棟

が
四
カ
所
あ
り
、
老
人
や
社
会

復
帰
な
ど
を
目
指
し
た
介
護

が
多
く
必
要
な
人
た
ち
の
所
に

は
、
補
助
者
を
半
数
ぐ
ら
い

入
れ
、
看
護
師
と
補
助
者
の

夜
勤
を
私
た
ち
も
認
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
の

七
月
か
ら
老
人
の
認
知
症
の

治
療
病
棟
が
同
じ
人
員
配
置
で

も
千
二
百
九
十
点
か
ら
千
六
十

点
に
減
額
さ
れ
、
四
対
一
に

な
る
よ
う
に
看
護
師
を
四
人
増

員
し
な
く
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

収
入
が
確
保
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
療
養
病
床
か
ら
四
人
治

療
病
棟
に
移
動
し
た
の
で
、
急

性
、
病
状
の
再
燃
を
繰
り
返
す

患
者
さ
ん
と
、
社
会
復
帰
を
目

指
し
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、

そ
こ
に
も
補
助
者
の
夜
勤
の
投

入
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実

態
で
す
。

ま
た
、
隔
離
室
が
三
舎
あ

り
、
そ
こ
に
は
病
状
が
不
安
定

な
方
が
い
ま
す
が
、
看
護
師
二

人
で
対
応
す
べ
き
と
こ
ろ
を

一
人
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
は
六
十
人
近
い
患

者
さ
ん
が
い
る
の
で
す
が
、
専

門
的
な
見
方
が
で
き
て
咄
嗟
の

判
断
が
で
き
る
看
護
師
が
減
ら

さ
れ
た
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
や
早

期
発
見
な
ど
、
対
応
が
か
な
り

遅
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
急
性
期
の
治
療
病
棟

で
は
、
看
護
基
準
は
二
・
五
対

一
で
す
が
、
実
質
配
置
は
二

対
一
で
な
い
と
夜
勤
の
確
保

が
で
き
ま
せ
ん
。
急
性
期
病

棟
と
い
う
の
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
二

床
、
隔
離
室
十
一
床
、
一
般
病

室
三
十
五
床
の
四
十
八
床
で
、

昼
夜
問
わ
な
い
入
院
に
対
応
す

る
に
は
看
護
職
員
は
三
人
必
要

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
基
準
の

【
野
村
】
城
北
病
院
で
は
、
看

護
師
は
日
勤
、
深
夜
、
準
夜
、

休
み
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
勤
務

を
組
ん
で
い
ま
す
が
、
四
日
間

の
パ
タ
ー
ン
を
こ
な
す
と
、
次

の
日
勤
に
出
て
く
る
時
に
は
患

者
さ
ん
の
半
分
以
上
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
患
者
さ

ん
の
入
院
と
退
院
と
転
棟
が
あ

る
の
で
す
。

一
日
に
入
院
は
多
い
時
で

七
、八
人
で
す
が
、
患
者
さ
ん

が
動
く
と
、
そ
れ
に
伴
う
仕
事

が
増
え
ま
す
。
ま
ず
問
診
を
取

り
、
看
護
計
画
を
立
て
、
患
者

さ
ん
に
お
話
を
し
て
同
意
を
得

て
、
計
画
表
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
入
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

あ
る
看
護
師
が
言
っ
た 

「
患
者
さ
ん
に
向
き
合
え
な
い
」 

二
十
人
で
い
く
と
、
夜
勤
回
数

が
九
回
か
ら
十
回
こ
な
さ
な
く

て
は
い
け
な
く
な
る
の
で
、
実

際
は
二
十
四
人
配
置
し
て
二
対

一
看
護
の
配
置
が
さ
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
急
性
期
の
主
流
病

棟
で
す
が
、
疾
患
が
多
様
化

し
、
統
合
失
調
症
だ
け
で
は
な

く
、
不
登
校
と
か
引
き
こ
も
り

と
か
、
老
人
性
の
認
知
症
の
興

奮
の
激
し
い
方
が
来
ら
れ
て
、

年
齢
層
も
十
三
歳
か
ら
九
十
歳

と
い
う
非
常
に
幅
広
い
年
齢

で
、
多
種
多
様
の
対
応
を
行
わ

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
そ

の
診
療
会
議
を
毎
日
三
十
分
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
準
備
も
あ

る
の
で
、
常
に
残
業
の
状
態
で

す
。

内
科
の
病
床
は
三
十
床
あ

り
、
精
神
科
の
療
養
病
床
三
十

床
と
あ
わ
せ
て
六
十
床
あ
り
ま

す
が
、
四
階
と
五
階
の
二
つ
の

フ
ロ
ア
が
一
看
護
単
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
看
護
師

が
三
人
、
補
助
者
が
一
人
で
四

人
体
制
が
必
要
な
の
で
す
が
、

そ
こ
で
も
増
員
が
ま
ま
な
ら
な

く
な
り
、
全
員
九
回
の
夜
勤
を

さ
れ
て
い
ま
す
し
、
土
日
の
休

み
は
月
一
回
で
す
。
朝
、
始
業

時
間
前
一
時
間
ぐ
ら
い
早
く
出

て
き
て
業
務
し
て
、
そ
れ
で
も

三
十
分
、
一
時
間
残
業
す
る
状

態
で
す
。

看
護
師
の
労
働
実
態
も
ひ
ど

い
の
で
す
が
、
夜
勤
を
支
え
る

家
族
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成

り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
退
院
と
な
れ
ば
、
お
薬

は
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
ベ

ッ
ド
を
片
付
け
、
掃
除
を
し

て
、
新
し
い
ベ
ッ
ド
を
作
る
な

ど
、
そ
ん
な
仕
事
が
毎
日
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
急
性
期
の
現
場

で
看
護
師
の
配
置
基
準
は
、
今

回
の
診
療
報
酬
改
定
で
常
時
七

対
一
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
改

訂
前
は
二
対
一
と
い
う
の
が
最

高
基
準
で
し
た
。
そ
の
二
対
一

の
最
高
基
準
の
と
こ
ろ
に
補
助

者
加
算
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ

の
人
件
費
は
診
療
報
酬
に
は

ま
っ
た
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。最

近
の
大
き
な
変
化
は
、
患

者
さ
ん
の
病
態
が
以
前
と
変

わ
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
こ
こ

数
年
で
、
患
者
さ
ん
は
高
齢
化

し
て
お
り
、
全
身
の
機
能
が
か

な
り
低
下
し
た
状
態
で
救
急
搬

送
さ
れ
て
く
る
人
が
多
い
の
で

す
。
そ
の
点
で
看
護
師
に
は
、

療
養
上
の
世
話
を
す
る
比
重
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
い
わ
ゆ
る
安
全
性
に

配
慮
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
。
入
院
の

患
者
さ
ん
に
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を

付
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

患
者
さ
ん
の
動
態
が
激
し
い

と
、
新
し
い
患
者
さ
ん
が
た
く

さ
ん
お
り
、
お
名
前
の
確
認
や

書
類
の
確
認
、
さ
ら
に
病
状
を

聞
い
た
り
、
検
査
の
デ
ー
タ
を

確
か
め
た
り
、
点
滴
の
確
認
も

名
前
と
伝
票
と
リ
ス
ト
バ
ン
ド

で
確
認
す
る
と
い
う
確
認
作
業

が
す
ご
く
増
え
て
い
ま
す
。
で

も
そ
れ
は
安
全
性
を
守
る
と
い

う
点
で
は
絶
対
必
要
で
あ
り
、

患
者
さ
ん
自
身
も
逆
に
そ
う
し

て
も
ら
え
な
い
と
不
安
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら

も
、
看
護
師
の
ス
ト
レ
ス
や
緊

張
状
態
が
想
像
以
上
に
長
く
続

い
て
い
ま
す
。

内
科
急
性
期
病
棟
に
は
、
一

日
三
、四
件
、
救
急
車
で
患
者

さ
ん
が
搬
送
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
は
人
工

呼
吸
器
が
装
着
さ
れ
、
心
臓
モ

ニ
タ
ー
やSpO

2

モ
ニ
タ
ー
が

付
き
、
さ
ら
に
バ
ル
ー
ン
が
入

っ
て
、
輸
液
ポ
ン
プ
が
大
体
三

台
は
付
い
て
い
ま
す
。
そ
の
上

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
が
あ
る
患
者
さ
ん
が

冬
場
は
九
人
い
ま
し
た
。
四
十

床
の
う
ち
九
人
重
症
が
い
て
、

輸
液
ポ
ン
プ
で
血
圧
管
理
を
す

る
な
ど
の
人
が
約
二
十
人
い
る

と
、
四
十
床
の
一
般
病
床
、
急

性
期
病
床
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
化
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
患

高
齢
者
の
「
生
き
」
場
が
な
い 

ど
こ
に
行
っ
た
憲
法
二
五
条 

者
さ
ん
の
病
態
の
変
化
も
あ
り

ま
す
が
、
機
械
が
Ｉ
Ｔ
化
し
て

い
る
点
で
も
現
場
が
と
て
も
忙

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
か
ら
二
十
二
年

ま
で
の
第
六
次
看
護
職
員
需

給
見
通
し
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
石
川
県
で
は
五
年
間

で
病
院
区
分
の
と
こ
ろ
で
は

百
八
十
九
人
し
か
増
や
さ
な

い
計
画
だ
そ
う
で
す
。
百
十
一

施
設
の
病
院
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
出
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
五
年
間
で
一
施
設
に
十
七

人
し
か
増
え
な
い
計
算
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
今
の
病
院

や
療
養
病
床
の
ベ
ッ
ド
数
に
合

わ
せ
る
の
で
な
く
、
病
床
を
減

ら
す
思
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

あ
る
看
護
師
が
、「
昔
と
今

で
本
当
に
違
う
と
思
う
の
は
、

患
者
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
話
す

時
間
が
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
」

と
言
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

【

林

】
私
の
話
は
、
介
護
保

険
の
絡
み
に
な
る
の
で
す
が
、

昨
年
の
十
月
に
、
居
住
費
と
食

費
の
自
己
負
担
が
増
え
、
全

国
で
五
百
十
九
人
の
方
が
介

護
施
設
を
退
所
し
た
そ
う
で

す
。
退
所
者
の
内
訳
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
は

十
五
人
、
老
人
保
健
施
設
（
老

健
）
は
二
百
五
十
一
人
と
、
約

半
数
の
方
が
老
健
か
ら
退
所
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
老
健
か
ら

退
所
さ
れ
た
方
が
非
常
に
多
い

の
が
気
に
な
る
の
で
す
が
、
老

健
は
全
国
的
に
ま
っ
た
く
増
え

て
お
ら
ず
、
厚
労
省
も
増
や
す

つ
も
り
は
な
い
よ
う
で
す
。
将

来
、
療
養
病
棟
も
廃
止
さ
れ
る

と
、
一
体
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い

の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
が
、
厚
労
省
の
役
人
は
、
家

で
面
倒
を
見
て
、
家
で
亡
く
な

っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
感

覚
で
い
る
よ
う
で
す
。

本
来
な
ら
、
そ
う
い
う
人
た

ち
の
面
倒
を
最
終
的
に
見
る
の

が
国
の
責
任
で
、
そ
れ
が
後
退

し
て
い
く
と
、
果
た
し
て
国
民

の
憲
法
二
十
五
条
の
生
存
権
が

保
障
さ
れ
る
の
か
。
医
療
も
含

め
て
介
護
の
状
況
は
こ
れ
か
ら

相
当
ひ
ど
い
状
況
に
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
最
低

限
、
今
の
状
況
が
後
退
す
る
よ

う
な
施
策
は
や
め
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

国
は
特
養
を
増
や
さ
な
い
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
県
や
市

か
ら
は
、
現
状
で
は
ま
さ
か

増
や
さ
な
い
わ
け
に
い
か
な
い

と
い
う
返
事
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
県
は
平
成
二
十
年

ま
で
に
六
百
四
床
建
設
を
予

定
し
、
金
沢
市
も
、
平
成
二
十

年
ま
で
に
は
百
五
十
床
増
や
す

と
言
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ほ

か
の
老
健
、
療
養
型
は
ま
っ
た

く
増
や
す
予
定
が
な
い
そ
う
で

す
。
実
際
に
金
沢
だ
け
で
も
今

千
百
五
十
人
の
方
が
特
養
待
ち

し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
単

純
計
算
し
て
も
一
年
間
に
入
れ

る
数
は
一
割
に
も
満
た
な
い
の

で
す
。

最
近
、
あ
る
方
が
特
養
に
入

れ
ず
じ
ま
い
で
亡
く
な
っ
た

そ
う
で
す
。「
や
す
ら
ぎ
ホ
ー

（
九
面
の
続
き
）

（
十
一
面
に
続
く
）

●大滝　修代氏●
松原病院看護師

●野村　鈴恵氏●
城北病院看護部長
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」
だ
け
で
も
待
機
の
状
況
の

ま
ま
で
十
人
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
金
沢
市
全
体
で
は

そ
の
十
五
倍
ぐ
ら
い
い
ま
す
か

ら
、
百
五
十
人
ぐ
ら
い
の
方
、

つ
ま
り
待
っ
て
い
る
人
の
一
割

以
上
の
方
が
特
養
に
入
れ
ず
に

亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
昨
年
の
四
月
に
入
居
基
準

が
改
正
さ
れ
、
重
度
の
方
か

ら
優
先
的
に
入
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
諦
め
て
し
ま
っ
た

人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
現

在
、
金
沢
だ
け
で
も
千
六
百
人

ぐ
ら
い
は
特
養
に
入
り
た
い
と

い
う
人
が
い
ま
す
が
、
介
護
度

に
関
係
な
く
、
も
ろ
も
ろ
の
理

由
で
家
庭
で
介
護
が
で
き
な
い

人
は
た
く
さ
ん
お
り
、
た
と
え

介
護
度
が
低
く
て
も
、
ど
う
し

て
も
特
養
で
な
い
と
介
護
で
き

な
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
わ
け
で
、
そ
の
実
数
は
こ
れ

よ
り
も
五
〇
％
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
石
川
県

で
三
千
五
百
六
十
二
人
で
す
か

ら
、
五
千
人
ぐ
ら
い
の
待
機
者

が
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

全
国
的
に
見
る
と
、
と
ん
で
も

な
い
数
に
な
り
、
厚
労
省
が
調

べ
た
数
字
で
は
三
十
八
万
人
で

す
が
、
実
際
は
五
十
万
人
以
上

の
方
が
特
養
待
ち
を
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

費
用
の
点
で
は
、
特
養
で
は

い
ろ
い
ろ
な
減
免
措
置
を
使

っ
て
何
と
か
年
金
の
範
囲
内
に

抑
え
ら
れ
ま
す
が
、
老
健
は
社

会
福
祉
法
人
の
減
免
制
度
が
な

く
、
出
費
が
多
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
や
は
り
す
べ
て
の
施

設
で
減
免
措
置
を
使
え
る
よ
う

に
し
て
、
安
心
し
て
療
養
や
介

護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
の
で
す
。
で
な
い

と
、
老
人
の
自
殺
が
も
っ
と
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
気
に
し

て
い
ま
す
。
介
護
さ
れ
る
当
人

だ
け
で
な
く
介
護
し
て
い
る
人

が
自
殺
す
る
こ
と
も
心
配
し
て

い
ま
す
。
も
し
家
族
が
先
に
自

殺
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
本
人
は

ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
点
を
国
は
ま
っ
た
く
理
解

し
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。介

護
施
設
の
収
支
も
悪
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
介
護
の
状
況

は
指
針
が
変
わ
っ
た
た
め
、
ホ

ー
ム
の
職
員
の
負
担
が
も
の
す

ご
く
増
え
て
い
ま
す
。
一
番
目

立
つ
の
が
、
三
度
の
食
事
の
介

助
で
す
。
今
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
何
と
か
や
り
く
り
し
て
い

ま
す
が
、
も
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
が
い
な
か
っ
た
ら
食
事
の

介
助
は
悲
惨
な
状
況
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
一
人
で
二
人
も
三

人
も
一
度
に
面
倒
を
見
ら
れ
る

わ
け
が
な
い
の
で
す
。
厚
労
省

の
役
人
は
現
場
へ
来
て
、
こ
の

現
状
を
目
で
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
施
設
側
や
病

院
側
か
ら
は
な
か
な
か
訴
え
に

く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
私
た
ち

が
施
設
の
代
弁
者
に
な
り
、
行

政
に
今
の
状
態
を
話
す
と
役
人

も
返
事
に
困
っ
て
返
答
が
返
っ

て
こ
な
い
の
で
す
。
今
後
は
患

者
の
家
族
が
も
っ
と
国
に
訴
え

て
い
け
ば
、
も
う
少
し
わ
れ
わ

れ
の
思
い
が
伝
わ
る
と
思
い
ま

す
。

行
き
場
を
失
う
二
十
三
万
人 

そ
れ
で
も
特
養
増
や
さ
な
い
政
府 

【
牛
村
】
で
は
、
こ
れ
か
ら
は
、

今
後
の
医
療
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
こ
と
で
話
し
合

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
療
養
病
床
三
十
八
万

床
が
十
五
万
床
に
減
ら
さ

れ
、
二
十
三
万
人
は
ど
う
な
る

の
か
と
い
う
問
題
が
一
番
ひ
ど

い
と
思
う
の
で
す
が
、
な
ぜ
国

は
老
健
や
特
養
を
つ
く
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

【

林

】
要
は
お
金
が
か
か
る

か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

【
井
沢
】
島
先
生
の
と
こ
ろ
で

は
、
医
療
区
分
の
「
１
」
で
、

し
か
も
介
護
で
も
面
倒
を
見
ら

れ
な
い
と
言
う
人
は
結
構
お
ら

れ
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
う
い
う

人
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。

【

島

】
結
構
い
ま
す
ね
。
そ

う
い
う
方
こ
そ
在
宅
で
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
家
族

の
事
情
や
経
済
的
理
由
で
、
そ

れ
が
で
き
な
い
人
が
今
、
入
院

や
入
所
を
し
て
い
る
わ
け
な

の
で
難
し
い
問
題
で
す
。
そ
の

解
決
策
と
し
て
短
期
入
所
で
一

定
期
間
は
こ
ち
ら
で
見
な
が
ら

配
置
基
準
変
わ
っ
て 

看
護
師
の
労
働
一
層
過
酷
に 

「
お
う
ち
で
少
し
過
ご
し
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
に
乗
ら
な
い
人
も
お

り
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
持
っ

た
方
が
安
心
し
て
療
養
生
活
を

送
れ
る
と
い
う
仕
組
み
は
残
し

て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

【
野
村
】
厚
労
省
は
、
在
宅
で

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
見
な
さ
い
と

言
い
ま
す
が
、
在
宅
整
備
は
そ

ん
な
に
整
っ
て
い
な
い
で
す
よ

ね
。
私
た
ち
も
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
で
、
何

と
か
そ
こ
で
で
き
な
い
か
と

話
し
合
い
し
て
い
る
の
で
す

が
、
二
十
四
時
間
と
い
う
の
は

な
か
な
か
難
し
い
状
態
で
す
。

【

島

】
言
葉
に
し
た
ら
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
介
護

保
険
と
い
う
の
は
事
業
所
ご
と

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い

う
発
想
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自

治
体
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

組
織
が
、
そ
の
地
域
の
人
た
ち

の
面
倒
を
見
て
い
く
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
に
す
る
と
、
介
護
保
険

は
も
っ
と
よ
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

【
牛
村
】
療
養
病
床
の
あ
る
と

こ
ろ
は
、
今
後
廃
止
し
て
い
く

所
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【

島

】
当
院
で
は
老
健
が
隣

接
し
て
い
た
か
ら
何
と
か
工
夫

が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
増
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

【
井
沢
】
四
月
の
日
本
病
院

団
体
協
議
会
の
調
査
だ

と
、
千
四
百
六
十
施
設
の
う
ち

百
三
十
二
施
設
が
経
営
的
に
成

り
立
た
ず
、
一
割
ぐ
ら
い
は
経

営
的
に
や
っ
て
い
け
な
く
な
る

だ
ろ
う
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

【

林

】
厚
生
省
は
療
養
型
を

介
護
型
に
ど
ん
ど
ん
変
え
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ

ね
。

【

島

】
そ
う
で
す
ね
。
今
、

介
護
保
険
移
行
準
備
病
棟
と
い

う
名
前
も
あ
る
の
で
す
が
、
何

年
か
し
て
、
本
当
に
老
健
施
設

や
老
人
ホ
ー
ム
に
な
れ
る
か
と

い
う
と
、
全
然
そ
ん
な
保
証
は

な
い
の
で
す
。

【
牛
村
】
看
護
師
さ
ん
の
過
酷

労
働
の
原
因
と
し
て
、
配
置
基

準
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
す
か
。

【
野
村
】
今
ま
で
入
院
基
本
料

「
５
」
が
四
対
一
で
、
入
院
基

本
料
「
４
」
が
三
・
五
対
一
だ

っ
た
の
が
、
今
回
の
診
療
報
酬

改
定
で
な
く
な
り
、
入
院
基
本

料
を
取
る
一
般
病
床
は
、
三
対

一
以
上
の
看
護
師
を
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
経
営
を
維
持
す
る
に

は
看
護
師
の
数
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
す
。
先
ほ
ど
の
需

要
と
供
給
の
話
で
あ
り
ま
せ
ん

が
、
供
給
が
増
え
る
わ
け
で
な

く
、
で
も
需
要
も
増
や
し
て
い

看
護
師
の
な
り
手
少
な
く 

新
卒
の
離
職
率
の
高
さ
も
深
刻 

な
い
の
で
、
や
は
り
病
室
を

減
ら
す
つ
も
り
か
な
と
思
い
ま

す
。城

北
病
院
は
十
対
一
を
と
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
百
七
十
一

床
で
十
対
一
だ
と
、
看
護
師

の
数
は
八
十
六
人
ぐ
ら
い
で
い

い
の
で
す
。
し
か
し
、
八
十
六

人
だ
と
外
科
急
性
期
と
内
科

急
性
期
病
棟
は
、
三
人
夜
勤

を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
数

で
は
足
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

今
九
十
一
人
配
置
し
て
い
ま

す
。
も
し
、
七
対
一
に
す
る
と

百
七
十
一
床
で
は
百
十
四
人
ぐ

ら
い
看
護
師
が
い
る
こ
と
に
な

り
、
あ
と
二
十
三
人
ぐ
ら
い
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
大
滝
】
精
神
科
で
は
昨
年
、

障
害
者
が
犯
罪
を
犯
し
た
場
合

に
入
所
す
る
た
め
の
医
療
観
察

法
病
棟
と
い
う
病
棟
が
、
国
立

の
八
施
設
に
で
き
ま
し
た
。
司

法
病
棟
と
も
言
い
、
矯
正
看
護

と
い
う
こ
と
で
、
同
じ
精
神
障

害
者
で
も
、
そ
こ
は
配
置
人
員

で
一
・
五
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
十
人
に
対
し
て
四
十
数
人
、

医
師
も
三
人
張
り
つ
き
ま
す
。

夜
勤
は
五
人
体
制
、
深
夜
、
準

夜
、
日
勤
が
十
人
ぐ
ら
い
で
、

早
番
二
人
、
遅
番
二
人
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
濃
密
な

人
員
を
配
置
す
る
と
こ
う
い
う

ふ
う
に
な
る
の
だ
と
い
う
今
後

の
報
告
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

【
牛
村
】
先
ほ
ど
看
護
師
の
需

要
見
通
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、

看
護
師
さ
ん
の
数
は
増
え
て
い

る
の
で
す
か
。

【
野
村
】
少
子
化
な
の
で
、
供

給
数
は
増
え
て
い
な
い
で
す

ね
。
五
年
間
で
七
百
八
十
人
し

か
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

【
大
滝
】
県
立
の
准
看
護
師
の

（
十
二
面
に
続
く
）

（
十
面
の
続
き
）

●井沢　宏夫●
会　長
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養
成
所
が
あ
り
、
そ
の
定
員

は
最
初
三
、四
十
人
い
る
の
で

す
が
、
卒
業
者
数
は
九
人
と
か

十
人
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で

す
。
そ
れ
か
ら
三
年
課
程
の
看

護
学
校
へ
行
か
れ
る
方
も
い
る

の
で
す
が
、
な
か
な
か
卒
業
ま

で
至
る
の
に
難
し
い
問
題
も
あ

る
そ
う
で
す
。

【
野
村
】
石
川
県
で
は
、
新
卒

の
就
業
者
数
は
二
〇
〇
六
年
が

四
百
十
三
人
で
す
け
ど
、
二
〇

〇
八
年
で
三
百
九
十
七
人
に
な

っ
て
お
り
、
新
卒
就
業
者
数
は

減
る
と
い
う
見
通
し
を
立
て
て

い
ま
す
。

【
大
滝
】
看
護
不
足
の
原
因
は
、

新
卒
の
離
職
率
が
高
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
就
職
し
て
一
年
以

内
の
離
職
率
が
高
い
と
日
本
看

護
協
会
は
言
っ
て
い
ま
す
ね
。

【
野
村
】
十
一
人
に
一
人
ぐ
ら

い
離
職
す
る
そ
う
で
す
。
だ
か

ら
、
新
人
看
護
師
の
養
成
と
辞

め
さ
せ
な
い
職
場
づ
く
り
を
し

て
く
だ
さ
い
っ
て
言
っ
て
い
ま

す
。

介
護
保
険
は
す
で
に
パ
ン
ク 

抜
本
的
な
財
政
措
置
が
急
務 

【
井
沢
】
内
科
の
病
棟
で
は
、

事
務
的
な
こ
と
や
医
者
の
指

示
や
明
日
の
検
査
の
説
明
な
ど

本
当
は
看
護
と
関
係
な
い
仕
事

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
マ
ン
・
ツ

ー
・
マ
ン
で
患
者
さ
ん
と
の
時

間
が
と
れ
な
い
と
聞
き
ま
し
た

が
、
精
神
科
で
は
そ
の
あ
た
り

は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

【
大
滝
】
急
性
期
と
社
会
復
帰
、

療
養
型
と
い
う
点
で
は
、
社

会
復
帰
に
向
け
た
取
り
組
み
と

病
状
の
安
定
と
い
う
点
で
非
常

に
違
い
ま
す
。
急
性
期
は
や
は

り
隔
離
、
行
動
制
限
な
ど
が
多

く
、
代
理
行
為
に
業
務
を
割
か

れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
や
っ
て

も
ら
う
と
時
間
が
非
常
に
か
か

る
の
で
、
看
護
師
が
変
わ
っ
て

や
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
本
当

は
も
っ
と
時
間
を
か
け
た
方
が

よ
い
の
で
す
が
・
・
・
。

あ
と
、
入
院
の
計
画
性
が
立

て
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
、
急

性
期
か
ら
引
っ
越
し
す
る
と
い

う
の
は
精
神
科
で
も
同
じ
で

す
。
突
発
的
な
入
院
も
日
常
茶

飯
事
で
、
慌
て
て
ベ
ッ
ド
の
調

整
を
し
た
り
、
一
つ
の
隔
離
室

の
た
め
に
二
人
も
三
人
も
移
動

さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と

に
か
く
患
者
さ
ん
の
対
応
一

つ
に
非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。

【
野
村
】
今
、
一
般
病
棟
で
も

認
知
症
で
肺
炎
や
骨
折
の
方
が

多
く
、
安
静
に
し
て
く
だ
さ
い

と
言
っ
て
も
で
き
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。

【
牛
村
】
認
知
症
だ
け
で
精
神

科
に
来
ら
れ
る
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

【
大
滝
】
老
人
の
認
知
症
で
は

治
療
病
棟
に
行
き
、
興
奮
、
暴

力
が
激
し
い
方
は
急
性
期
に
入

り
ま
す
。

【
牛
村
】
介
護
施
設
で
も
結
構
、

認
知
症
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
す
か
。

【

林

】「
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ム
」

で
は
半
数
以
上
の
方
は
認
知
症

で
し
ょ
う
ね
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
は
、
本
当
に
重
度
の
認
知

症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
面
倒

が
見
切
れ
な
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
な
れ
ば
特
養
に
行

っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
そ
う
で
す
。
で
は
本
当

に
重
度
の
認
知
症
の
方
は
特
養

し
か
行
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
厚
生
労
働
省
が
増
や
さ

な
い
と
い
う
の
で
す
。
ど
う
し

て
つ
く
ら
な
い
の
か
、
そ
の
意

味
が
ま
っ
た
く
理
解
で
き
ま
せ

ん
。以

前
、
厚
労
省
と
の
交
渉
に

参
加
し
た
時
、
老
健
局
総
務
課

の
課
長
補
佐
と
一
時
間
交
渉

し
た
の
で
す
が
、
課
長
補
佐
ク

ラ
ス
に
な
る
と
現
場
と
の
板

挟
み
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
状

況
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
声
も
大

事
で
す
し
、
上
か
ら
の
声
も
大

切
な
よ
う
で
す
。
そ
の
時
、
厚

労
省
は
特
養
を
都
市
部
の
中

心
部
に
も
つ
く
り
た
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
厚
生
労

働
大
臣
が
言
っ
て
い
る
こ
と
と

現
場
の
人
と
は
、
話
に
ず
い
ぶ

ん
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。
や
は
り
現
場
の
人
た

ち
は
、
わ
れ
わ
れ
の
切
実
な
声

を
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る

程
度
は
理
解
し
て
い
る
の
で
す

が
、
実
際
に
そ
れ
を
上
へ
上
げ

て
い
く
と
削
ら
れ
て
し
ま
う
の

だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
金
沢
で
も
街
中

の
小
学
校
単
位
ぐ
ら
い
に
小

規
模
多
機
能
の
施
設
を
つ
く
れ

保
険
料
を
払
っ
て
い
る
国
民
は 

も
っ
と
権
利
の
主
張
を 

ば
、
そ
の
近
く
の
人
が
利
用
で

き
介
護
の
重
度
化
を
防
げ
る
と

い
つ
も
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

金
沢
市
と
の
交
渉
の
中
で
そ

れ
を
強
く
言
う
の
で
す
が
、
お

金
と
絡
ん
で
き
て
、
施
設
を
つ

く
れ
ば
当
然
保
険
料
が
上
が
り

ま
す
よ
と
金
沢
市
は
言
う
の
で

す
。
保
険
料
が
上
が
る
と
言
っ

て
も
、
国
の
こ
れ
か
ら
の
こ
と

を
考
え
た
ら
そ
ん
な
に
保
険
料

ば
か
り
に
頼
っ
て
い
て
も
限
界

が
あ
り
、
介
護
保
険
法
も
パ
ン

ク
し
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
だ

け
で
面
倒
見
切
れ
る
は
ず
が
な

い
の
で
す
。

今
で
も
介
護
保
険
は
パ
ン
ク

の
状
態
な
の
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
何
か
ほ
か
の
方
法
を
考
え

て
欲
し
い
と
わ
れ
わ
れ
は
言
っ

て
い
ま
す
。
大
き
い
視
点
で
、

税
制
改
正
で
昔
の
よ
う
に
高
額

所
得
者
の
方
は
た
く
さ
ん
税
金

を
出
し
て
い
た
だ
き
、
病
院
も

施
設
も
安
く
利
用
で
き
る
よ
う

し
て
も
ら
い
、
初
め
て
公
平
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
政
治
と
の
絡
み
が
あ
っ

て
で
き
な
い
の
が
実
状
で
す
。

【
井
沢
】
患
者
さ
ん
は
自
分
た

ち
が
そ
の
制
度
の
世
話
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
、
非
常
に
肩
身

が
狭
く
発
言
し
に
く
い
面
が
あ

る
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
医
療
従

事
者
や
家
族
が
も
っ
と
声
を
大

き
く
し
て
、
運
動
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

【

林

】
私
た
ち
は
介
護
保
険

料
や
医
療
保
険
も
払
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
遠
慮
す

る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で

す
。
国
民
の
義
務
を
果
た
し
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
言
う
の

は
権
利
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
私

言
う
の
で
す
が
・
・
・
。

【
井
沢
】
先
ほ
ど
病
棟
で
は
本

当
の
看
護
が
で
き
な
い
と
い
う

お
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
今
の

日
本
で
は
看
護
じ
ゃ
な
く
て
看

護
屋
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
、
そ
う
い
う
中
で
看
護
師
さ

ん
は
体
力
を
消
耗
し
ま
せ
ん

か
。

【
野
村
】
消
耗
し
ま
す
。
急
性

期
の
看
護
師
は
、
患
者
さ
ん
が

あ
る
程
度
落
ち
着
い
た
ら
回
復

期
に
移
る
の
で
、「
退
院
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
う

こ
と
は
少
な
い
の
で
す
。
そ
こ

で
、
月
に
一
回
、
事
例
報
告

会
を
し
て
、「
急
性
期
か
ら
来

た
患
者
さ
ん
は
こ
ん
な
ふ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
回
復
期
の
看

護
師
さ
ん
た
ち
が
報
告
し
て
く

れ
、
看
護
師
の
間
で
交
流
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
看
護
は
命
を
助
け
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
、
生

活
過
程
を
整
え
、
生
命
過
程
を

整
え
る
と
い
う
援
助
の
プ
ロ
セ

医
師
、
看
護
師
、
患
者
一
体
で 

国
民
の
生
存
権
を
守
る
運
動
を 

ス
が
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、

生
活
過
程
を
整
え
る
と
い
う
と

こ
ろ
に
主
眼
を
置
き
ま
す
。
ま

た
、
常
に
看
護
理
念
の
学
習
を

繰
り
返
し
し
ま
す
。
そ
う
し
な

い
と
、
本
当
に
目
の
前
に
あ
る

現
象
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま

い
、
焦
燥
感
や
消
耗
感
み
た
い

な
も
の
だ
け
し
か
残
ら
な
い
の

で
す
。

【
牛
村
】
そ
れ
で
は
、
本
日
の

座
談
会
の
感
想
を
一
言
ず
つ
お

願
い
し
ま
す
。

【

島

】
今
日
は
療
養
病
床
の

話
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
急
性

期
病
棟
の
実
態
も
深
刻
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
う

い
う
意
味
で
も
日
本
の
医
療
は

こ
れ
か
ら
大
丈
夫
か
と
い
う
感

じ
を
持
ち
ま
し
た
。

【
野
村
】
急
性
期
と
か
、
療
養

病
棟
と
か
に
関
係
な
く
、
今
格

差
社
会
と
言
わ
れ
て
お
り
、
何

か
努
力
し
た
と
こ
ろ
だ
け
報
わ

れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
医
療
や
看
護
、
福
祉
の

中
で
は
違
う
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
だ
か
ら
ど
ん
な
方
向
か

ら
で
も
い
い
の
で
す
が
、
そ
の

よ
う
な
考
え
方
を
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。

【
大
滝
】
私
た
ち
は
、
看
護
師

を
増
や
す
運
動
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
今
も
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
本

当
に
看
護
師
が
疲
れ
て
い
る
と

い
う
か
、
諦
め
て
い
る
と
い
う

か
、
八
十
年
代
み
た
い
な
盛
り

上
が
り
を
な
か
な
か
起
こ
せ
ま

せ
ん
。
も
っ
と
も
っ
と
こ
の
よ

う
な
実
態
を
出
し
て
、
患
者
さ

ん
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
や
、

こ
れ
か
ら
な
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
医
療
を
現
場
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
、
私
た
ち
の

役
割
か
な
と
思
い
ま
す
。

【

林

】
最
後
に
二
つ
お
話

し
し
た
い
の
で
す
が
、
一
つ

は
、
二
年
前
に
自
営
業
者
の

団
体
を
対
象
に
介
護
保
険
に
つ

い
て
、
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

っ
た
と
こ
ろ
、
ま
と
も
に
介
護

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
方
が

三
分
の
二
し
か
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
営
業
者
は
た
だ
で
さ
え

も
ら
え
る
年
金
が
少
な
く
、
介

護
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
な

い
と
社
会
福
祉
法
人
の
減
免
措

置
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
将

来
、
施
設
に
絶
対
に
入
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お

ま
け
に
介
護
も
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
、
そ
れ
を
一

番
心
配
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
点
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
潜

伏
期
間
が
早
く
て
二
十
年
、
遅

い
場
合
四
十
年
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
後
、
中
皮
腫
と
か
肺
が

ん
で
亡
く
な
る
方
が
も
の
す
ご

く
増
え
て
く
る
こ
と
を
と
て
も

懸
念
し
て
い
ま
す
。

【
井
沢
】
高
齢
者
の
中
に
は
他

人
の
援
助
を
受
け
な
け
れ
ば

一
日
も
生
存
で
き
な
い
方
が
結

構
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
方
が

病
院
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
こ
と

は
、
憲
法
二
五
条
の
根
底
を
な

す
生
存
権
を
奪
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
生
存
権
を
奪
う
と
い
う

決
定
が
、
た
か
が
診
療
報
酬
改

定
で
行
わ
れ
た
り
、
一
括
し
た

法
案
の
中
で
処
理
さ
れ
た
り
し

て
し
ま
う
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。現

在
の
日
本
で
は
、
医
療
や

福
祉
の
現
場
で
効
率
化
、
合
理

化
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
が
強
く

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る

と
医
療
の
荒
廃
を
生
み
出
す
こ

と
は
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
、

す
で
に
国
民
皆
保
険
の
イ
ギ

リ
ス
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

は
悲
惨
な
医
療
の
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
持
ち
だ

け
が
ま
と
も
な
医
療
を
受
け
ら

れ
、
無
保
険
者
が
た
く
さ
ん
い

る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
残
酷
な
医

療
差
別
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
ど
ち
ら
を

選
択
す
る
の
か
と
い
う
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
来
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
医
療
に
か
か
わ

る
者
と
し
て
反
対
運
動
を
し

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
医
療
運

動
と
い
う
の
は
国
民
の
中
で
も

少
数
グ
ル
ー
プ
で
、
な
か
な
か

世
論
を
動
か
す
ま
で
に
至
ら
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
今

後
、
ど
う
や
っ
て
社
会
保
障
運

動
を
国
民
的
運
動
・
世
論
に
し

て
い
く
か
、
非
常
に
困
難
だ
と

思
い
ま
す
が
、
多
く
の
高
齢
者

が
尊
厳
の
な
い
、
の
た
れ
死
に

を
す
る
前
に
、
何
と
か
社
会
保

障
の
改
善
が
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

【
牛
村
】
本
日
の
お
話
を
聞
い

て
、
国
民
の
生
存
権
を
守
っ
て

い
く
に
は
、
医
者
や
看
護
師

が
個
々
に
運
動
す
る
の
で
は
な

く
、
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
医
療
改
革
に
反
対
す
る
運
動

を
行
う
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。
長
時
間
に
わ

た
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
十
一
面
の
続
き
）

●牛村　　繁●
『石川保険医新聞』編集長
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保健・医療・介護関係者の総力で 
相談センターを作ろう 

 

保健・医療・介護関係者の総力で 
相談センターを作ろう 

 副会長　喜多　徹（野々市町・内科） 

医療・介護難民増大の恐れあり 

医療改革法案成立による、高齢者一部負担額の

増大、生活保護世帯に対する支給額の抜本見直し、

雇用保険における国庫負担額のカット、自立支援

法成立による障害者の自己負担額の増大、さらに

高齢者の控除の廃止による所得税、住民税の大幅

増加等々、国民の負担の増加、つまり社会保障の

改悪はとどまるところがない。まさに財政削減最

優先、政府のやり放題と行ったところである。 

この国の民は「民主主義」という言葉を知らな

いのか、そのように考えてしまう。 

では、われわれの診療の現場での患者、特に高

齢の方々の反応はどうか。一部の方々はこの10月

から３割負担になる。再来年から70歳から 75歳

未満の方が１割から２割になる。住民税も６月か

らどーんと上がった・・・とぶつぶつ言っても、「じ

ゃあ、この不満を国政選挙の場で表しますか」と、

やおら聞いても、大半の方は、どうもそのような

つもりはないらしい。何と寛容な国民性かと思っ

てしまう。それとも政権交代を目指す野党に信頼

性がないからだろうか。 

この寛容な国民でも、この７月から実施された

療養病棟についての一連の改正で、実際にその当

事者になってみれば、さすがに堪忍袋の緒が切れ

るだろう。「もうここでは入院継続は難しいから

出て行ってくれ。特別養護老人ホームも老人保健

施設も申し込まれたらよいが、いつ入れるか分か

りません、つなぎにショートステイとかグループ

ホームを利用されては。それもだめなら自宅療養

で・・・」と言われた家族の心情はいかばかりか。 

今後、「医療・介護難民」が必然的に発生するで

あろう。保険医の団体として、それを看過するわ

けにはいかない。 

本紙読者の方々、すなわち県内保健・医療・介

護関係者の総力で、まずは、県民救済の相談セン

ターを作ることを呼びかけたい。対象患者さんの

実態や苦情、悩みを聞き、アドバイスするとともに、

ケースを集約、分析し、現在の異常な事態を行政

にぶつけ、メディアにも提供しよう。そして世論

の風向きを変え、眠っている国民を目覚めさせ、

社会保障の再構築の第一歩にしよう。 

一旦荒廃した社会保障制度を立て直すには、大

変な労力・コストが掛かることは、英国のサッチ

ャー政権後の今日の姿を見れば明白である。 

今こそ立ち上がる時である。 

◇ 

この提案にご協力いただける会員・読者の方は、

取り急ぎ、保険医協会までご連絡ください。相談

センター設置に向け、皆様方の積極的なご協力を

呼びかけます。 

 

石川県保険医協会　電話  076（222）5373
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こ
の
座
談
会
記
事
を
読
ん
で 

急
が
れ
る
患
者
救
済
の
シ
ス
テ
ム
作
り 

こう変わる高齢者の窓口負担 

療養病床の23万床の削減・転換計画 

行き場を失う高齢の入院患者 

2006年10月1日から 
2008年3月31日まで 

2008年4月1日～ 
（高齢者医療制度の創設とセットで） 

2020年 
（12年後） 

現　　行 
（2006年9月30日まで） 

2割 
現役並み所得者 
（120万人） 

※1 
8月から「現役
並み所得」に該
当する世帯⇒8
月から2割に 3割 

1割 
（80万人） 

3割 
現役並み所得者 

※2 
08年7月末ま
で激変緩和措
置の対象となる 
（80万人） 3割 

1割 

3割 

2割 1割 

3割 
現役並み所得者 
（200万人） 

3割 

2割 1割 

3割 
現役並み所得者 
※団塊世代が
70歳を迎え
るため、対象
者の急増が見
込まれる 

70歳 70歳 75歳 70歳 75歳 70歳 75歳 

6％ 11％ 

※１従来は夫婦2人世帯で年収が約620万円以上の世帯などが「現役並み所得者」に該当していたが、公的年
金等控除の縮減及び老年者控除の廃止に伴い、06年8月から夫婦2人世帯で年収約520万円以上の世帯
などの約80万人が新たに「現役並み所得者」とされる。 

 
※２新たに「現役並み所得者」に該当する70歳以上の高齢者については、激変緩和措置として06年8月から

2年間、自己負担限度額を「一般」並みに据え置くこととされた。 

【2006年】 【2012年末まで】 

介護療養病床 
13万床 

医療療養病床 
25万床 

9万床 

4万床 

14万床 

11万床 

介護療養は 

制度廃止 

新・医療療養病床 

15万床 

民間病院病床と長期入院患者をターゲットに 
・転換枠のないままでの、病床転換計画！ 
・行き場のないままでの、入院患者しめ出し！ 

特別養護老人ホーム 
（介護老人福祉施設） 

老人保健施設 
（介護老人保健施設） 

？ 
行き場のない患者が大量に 

出現か？ 

　居住系施設（在宅扱い） 
・ケアハウス 
・有料老人ホーム 
・高齢者向けアパート 
・認知症グループホーム 

自宅（自宅療養、自宅介護） 
～家族介護力の低下～ 

病　院 
（療養病床） 

診療報酬引き下げと自己負担
引き上げで誘導して、23万床
を削減する計画（6年計画） 

入所待ち 

入所待ち 

老

人

難

民

出

現 

のべ38万人 満床 

満床 

石川県の療養病床削減計画（試案） 

　（２００６年度）　（２０１２年度） 
○医療療養病床 
 ５,４６８床 → ３,２８１床 
　　　　　    　（4割削減へ） 
○介護療養病床 
 １,９４０床 → 廃止 
〔削減される療養病床数〕 
 ７,４０８床 → ３,２１８床 
　　　　     （４,１２７床削減へ） 

2割⇒3割 

低所得者も1割⇒2割 

対象者が急増 
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原爆と 
    人間展 

原爆・核兵器の被害者をふたたびつくらないために 
証言と映像が一体になった迫真のパネル 

制作：日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協） 

【日時】2006年8月 1日（火） 
 ～8月16日（水） 
　　　午前10時～午後8時  
　　　※最終日16日は午後2時までです。 

【会場】石川県庁19階展望台ロビー 

反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会 
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開催
中 

嶋　浩人  

92
しま矯正歯科 

（金沢市・歯科） 

先生の巻 

今
回
、「
し
ま
矯
正
歯
科
」
を
開
業
さ
れ
て
い
ま
す
嶋
浩

人
先
生
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。
診
療
所
は
県
庁
の
近
く
、
県

立
中
央
病
院
の
後
ろ
に
あ
り
ま
す
。

診
療
所
の
概
観
は
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
感
じ
で
、
子
ど
も
さ

ん
連
れ
で
も
気
楽
に
入
っ
て
い
け
る
雰
囲
気
で
す
。
天
井
が

高
い
待
合
室
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、
さ
り
げ
な
く
デ
ン
タ
ル

ケ
ア
グ
ッ
ズ
が
説
明
付
き
で
置
い
て
あ
り
、
患
者
さ
ん
に
非

常
に
や
さ
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。

対
応
い
た
だ
い
た
の
は
、
先
生
、
奥
さ
ん
、
妹
さ
ん
の
三

人
で
す
。
夜
の
診
療
後
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
さ
ん

の
明
る
い
ス
マ
イ
ル
で
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

待
っ
て
い
る
間
、
ト
イ
レ
を
お
借
り
し
た
の
で
す
が
、
こ

の
ト
イ
レ
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
の
で
す
が
（
昔
の
紐
を
引
っ
張

っ
て
水
を
流
す
水
洗
ト
イ
レ
）、
今
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
あ

っ
て
、
手
洗
い
の
空
間
と
天
井
の
ゆ
と
り
な
ど
、
患
者
さ
ん

が
ホ
ッ
と
で
き
る
や
す
ら
ぎ
空
間
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

嶋
先
生
は
金
沢
医
科
大
の
矯
正
歯
科
に
在
籍
さ
れ
て
い

て
、
私
も
、
か
つ
て
同
大
口
腔
外
科
に
籍
を
置
い
て
い
た
の

で
す
が
、
嶋
先
生
は
私
が
退
職
し
て
か
ら
入
ら
れ
た
の
で
、

医
科
大
時
代
は
存
じ
上
げ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
り
合
っ
た
の
は
、
江
守
歯
科
医
院
（
私
の
姉
の
診
療

所
）
で
の
、「
ワ
ッ
ハ
ッ
歯
」
と
い
う
勉
強
会
に
参
加
し
て

か
ら
で
す
。
嶋
先
生
は
、
そ
の
と
き
に
は
、
す
で
に
江
守
歯

科
で
勤
務
さ
れ
て
い
て
、
姉
も
矯
正
で
は
嶋
先
生
を
ず
い
ぶ

ん
頼
り
に
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

嶋
先
生
は
、
勉
強
好
き
な
一
面
、
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
（
一

年
を
通
じ
て
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
や
ら
れ
る
ほ
ど
、
お

好
き
だ
そ
う
で
す
）
文
武
両
道
の
ナ
イ
ス
ガ
イ
な
先
生
だ
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。聞

き
手
／
大
平
三
四
郎
（
金
沢
市
・
歯
科
）

患
者
さ
ん
の
来
院
し
や
す
い 

診
療
時
間
を
工
夫
し
て 

いろんな生活環境の患者さんも来院しやすいように、
日曜日も開院しています、と話す嶋浩人先生

日
生
ま
れ
で
す
。
金
沢
生
ま

れ
で
、
金
沢
ヨ
セ
フ
幼
稚
園
、

野
々
市
小
学
校
、
押
野
小
学

校
、
西
南
部
中
学
校
、
二
水
高

校
、
新
潟
大
学
卒
で
す
。

̶
̶

開
業
年
月
と
開
業
動
機

を
お
話
く
だ
さ
い
。

【
嶋
】
二
〇
〇
四
年
十
二
月
に

開
業
し
ま
し
た
。
動
機
は
、
矯

正
医
は
開
業
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
よ
ね
。

̶
̶

開
業
す
る
に
あ
た
っ
て

の
ご
苦
労
は
い
か
が
で
し
た

か
。

【
嶋
】
矯
正
専
門
開
業
に
関
し

て
、
傾
向
と
対
策
み
た
い
な
も

の
は
皆
無
で
し
た
。
不
確
定
要

素
が
多
く
、
将
来
を
見
通
せ
な

い
こ
と
が
恐
ろ
し
い
で
す
ね
。

親
は
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

し
た
し
、
す
で
に
リ
タ
イ
ア
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
す
べ
て
自

分
で
や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

̶
̶

逆
に
、
や
り
が
い
と
い

う
点
で
は
い
か
が
で
す
か
？

【
嶋
】
腰
を
据
え
、
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
が
で
き
た
医
院
で
親
子

の
生
活
支
援
を
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
し
、
そ
の
こ
と
が
や
り
が

い
と
い
え
ま
す
。

̶
̶

先
生
の
所
は
土
日
も
診

療
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

開
業
地
の
特
性
か
ら
で
す
か
？

【
嶋
】
矯
正
の
医
局
に
い
た
こ

ろ
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
何
で
日

曜
日
や
っ
て
な
い
ん
で
す
か
」

と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
実

際
、
日
曜
日
に
診
療
す
る
と
、

父
親
に
も
来
て
頂
く
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る

と
家
族
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て

頂
け
ま
す
ね
。

̶
̶

ス
タ
ッ
フ
相
互
の
連
携

は
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
か
。

【
嶋
】
院
内
で
は
週
に
一
回
の

ミ
ー
テ
イ
ン
グ
を
し
て
い
ま

す
し
、
数
カ
月
に
一
回
、
富

山
、
石
川
併
せ
て
十
医
院
く
ら

い
で
、
合
同
の
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
。

̶
̶

な
か
な
か
難
し
い
こ
と

を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
そ

の
ほ
か
、
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

【
嶋
】
診
療
時
間
で
す
ね
。
診

療
日
は
火
・
水
・
木
が
午
前

十
一
時
〜
午
後
七
持
ま
で
で
、

土
・
日
が
午
前
九
時
〜
午
後
四

時
ま
で
で
す
。
月
・
金
・
祝
日

が
休
診
日
で
、
い
ろ
ん
な
生
活

環
境
の
患
者
さ
ん
で
も
来
院
し

や
す
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
対

応
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

̶
̶

今
後
の
課
題
や
抱
負
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
？

【
嶋
】
矯
正
歯
科
は
常
に
勉
強

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
講
習

会
、
学
会
、
研
究
会
な
ど
に
頻

繁
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
し
、

矯
正
以
外
で
も
歯
科
の
先
生
方

と
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
患
者
さ
ん
の

た
め
に
幅
広
く
自
己
研
鑽
に
努

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

̶
̶

先
生
の
趣
味
や
健
康
法

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
嶋
】
趣
味
は
サ
ー
フ
ィ
ン
、

ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
カ

イ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
、
山
菜
採

り
・
・
・
で
す
。
こ
れ
を
や

る
こ
と
で
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
、
さ
ら
に
上
が
り
、
ス

ラ
ン
プ
な
く
精
神
的
、
肉
体
的

に
も
健
全
な
状
態
で
い
ら
れ
ま

す
。

̶
̶

ご
家
族
は
？

【
嶋
】
今
の
と
こ
ろ
妻
と
娘
の

三
人
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

̶
̶

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

夜
間
の
訪
問
に
か
か
わ
ら

ず
、
ぶ
し
つ
け
な
質
問
に
も
快

く
答
え
て
い
た
だ
き
、
逆
に
元

気
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
取
材
で

し
た
。
今
後
も
、
研
鑽
に
励
ま

れ
、
質
の
高
い
矯
正
歯
科
医
療

に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

デンタルグッズも解説付きで
分かりやすく展示されている

県立中央病院の後ろにある診療所は、
カフェのような雰囲気

ひもを引っ張って水を流すト
イレなど、各所にこだわりが

̶
̶

先
生
の
ご
経
歴
に
つ
い

て
お
願
い
し
ま
す
。

【
嶋
】一
九
六
五
年
二
月
二
十
三
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原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

チ
ャ
ン
グ
ム
に 

　
　
　
魅
せ
ら
れ
て 

テーマパーク内にある撮影用セットの中で、
「松の実さし」に挑戦する筆者

中
崎
　
聡（
金
沢
市
・
リ
ウ
マ
チ
科
） 

近
く
に
図
書
館
が 

　
　
　
あ
り
ま
す
か
？ 

〜
金
沢
市
内
に
公
立
図
書
館
を
つ
く
る
署
名
に
協
力
を
！
〜 

会
員
・
読
者

会
員
・
読
者

会
員
・
読
者

会
員
・
読
者

内
科
開
業
医 

県
内
医
療
機
関
の 

　
在
り
方
を
議
論
し
よ
う 

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
に
引
き
続

き
、
今
度
は
、
チ
ャ
ン
グ
ム
に

の
め
り
こ
ん
で
い
る
。
土
曜
日

の
夜
に
な
る
と
、
私
と
妻
は
落

ち
着
か
ず
、
十
一
時
過
ぎ
か
ら

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
チ
ャ
ン
グ
ム
の

誓
い
」
を
待
つ
。

ソ
ウ
ル
に
住
む
知
人
に
誘
わ

れ
て
、
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
に
三
泊
四
日
の
予
定

で
ソ
ウ
ル
に
行
っ
た
。
三
泊
四

日
と
い
っ
て
も
、
丸
々
使
え
る

の
は
二
日
し
か
な
く
、
一
日
目

は
、
知
人
の
案
内
で
景
福
宮
や

昌
徳
宮
の
王
宮
を
回
っ
た
。
昌

徳
宮
は
、「
チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓

い
」
の
撮
影
に
も
使
わ
れ
た
所

で
、
今
に
も
、
チ
ャ
ン
グ
ム
が

建
物
の
影
か
ら
飛
び
出
し
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い

に
馳
せ
ら
れ
な
が
ら
、
見
学
し

た
。二

日
目
は
、
チ
ャ
ン
グ
ム
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
あ
る
と
い
う

の
で
出
か
け
た
。
ソ
ウ
ル
か
ら

の
ツ
ア
ー
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

私
た
ち
は
地
下
鉄
で
行
く
こ
と

に
し
た
。
ソ
ウ
ル
か
ら
地
下
鉄

で
北
東
に
一
時
間
行
く
と
、
議

政
府
北
部
駅
に
着
く
。
そ
こ
か

ら
タ
ク
シ
ー
で
十
分
ほ
ど
行
っ

た
と
こ
ろ
に
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ス
タ
ジ
オ

が
あ
り
、
チ
ャ
ン
グ
ム
の
撮
影

に
使
っ
た
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
大
長
今
テ
ー
マ
パ

ー
ク
が
あ
る
。
韓
国
で
の
放
送

は
、
二
年
ほ
ど
前
で
、
視
聴
率

が
五
〇
％
を
超
え
た
と
い
う
こ

と
だ
が
、
私
た
ち
が
訪
れ
た
時

に
は
、
日
本
人
の
方
が
多
か
っ

た
。二

千
坪
の
敷
地
内
に
三
十
あ

ま
り
の
セ
ッ
ト
が
、
所
狭
し
と

建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
セ
ッ
ト
は
撮
影
用
な
の
で
、

奥
行
き
が
な
か
っ
た
り
、
想
像

し
た
以
上
に
狭
か
っ
た
り
と
い

う
具
合
だ
っ
た
が
、
チ
ャ
ン
グ

ム
が
、
見
習
い
の
時
に
、
松

の
実
と
お
し
の
練
習
を
し
た

場
所
、
チ
ャ
ン
グ
ム
と
ハ
ン
尚

宮
が
捕
ら
え
ら
れ
た
牢
屋
、
料

理
を
作
っ
た
水
刺
間
（
ス
ラ
ッ

カ
ン
）
な
ど
、
そ
の
場
面
、
そ

の
場
面
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら

回
っ
た
。
チ
ャ
ン
グ
ム
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
見
て
き
た
後
の
ド

ラ
マ
は
、
ど
う
も
撮
影
場
所
が

気
に
な
る
。
こ
の
場
面
は
あ
そ

こ
だ
、
な
ど
な
ど
、
チ
ャ
ン
グ

ム
の
新
し
い
楽
し
み
方
が
増
え

た
。今

年
の
正
月
に
『
チ
ャ
ン
グ

ム
の
誓
い
』
三
冊
を
読
ん
だ

が
、
チ
ャ
ン
グ
ム
の
ス
ト
ー
リ

ー
は
、
宮
廷
を
追
い
出
さ
れ
る

場
面
に
近
づ
く
ほ
ど
、
本
と
違

っ
て
く
る
。
本
で
は
、
最
後
の

料
理
対
決
の
後
に
、
の
ろ
い
を

か
け
た
と
い
っ
て
、
ハ
ン
尚
宮

が
捕
ま
り
、
チ
ャ
ン
グ
ム
も
ハ

ン
尚
宮
を
救
出
し
よ
う
と
し
て

捕
ま
っ
て
し
ま
う
。
ハ
ン
尚
宮

と
チ
ャ
ン
グ
ム
は
、
牢
屋
の
中

で
、
初
め
て
お
互
い
の
境
遇
を

理
解
し
、
ハ
ン
尚
宮
は
牢
獄
で

殺
さ
れ
、
チ
ャ
ン
グ
ム
は
済
州

島
に
島
流
し
と
な
る
。
本
と
ド

ラ
マ
の
内
容
が
違
っ
て
き
た

の
は
、
韓
国
で
の
放
送
中
に
、

「
ハ
ン
尚
宮
を
殺
さ
な
い
で
」

と
い
う
視
聴
者
か
ら
の
要
望
が

多
数
寄
せ
ら
れ
た
た
め
に
、
十

話
ほ
ど
、
ハ
ン
尚
宮
が
長
生
き

し
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
ド

ラ
マ
の
制
作
中
に
、
ス
ト
ー
リ

ー
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う

の
も
面
白
い
。
ど
う
も
、
こ
の

ド
ラ
マ
の
最
後
も
、
本
の
内
容

と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

楽
し
み
に
し
て
、
後
半
も
み
た

い
。

四
年
前
に
「
金
沢
西
部
地
区

に
図
書
館
を
つ
く
る
会
」
と
い

う
会
が
結
成
さ
れ
、
代
表
世
話

人
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
そ
れ

を
契
機
に
、
地
元
の
文
学
者
、

教
員
、
図
書
館
館
長
、
市
役
所

職
員
、
連
合
町
会
長
、
マ
ス
コ

ミ
関
係
者
な
ど
と
知
り
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

学
ん
だ
こ
と
は
、
公
立
図
書
館

と
い
う
の
は
、
書
籍
や
電
子
メ

デ
ィ
ア
な
ど
人
類
の
英
知
が
集

ま
っ
た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
を
通
し
て
地
域
住
民
の
あ
ら

ゆ
る
問
題
に
対
応
で
き
る
機
関

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が

図
書
館
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

医
者
と
い
う
仕
事
と
の
関
連

で
は
、
近
く
に
図
書
館
が
あ
る

こ
と
で
、
医
学
や
健
康
に
関
す

る
情
報
収
集
、
病
院
や
施
設
で

の
図
書
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
医

者
が
接
す
る
こ
と
の
多
い
子
ど

も
、
老
人
、
障
害
者
な
ど
交
通

弱
者
が
気
軽
に
図
書
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、
地

域
で
の
活
動
を
豊
か
に
し
て
い

く
手
段
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。し

か
し
、
現
在
の
金
沢
市
立

図
書
館
は
、
市
内
中
心
部
に
集

中
し
て
お
り
、
多
く
の
市
民
と

子
ど
も
に
と
っ
て
利
用
し
に
く

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
も
と
に
は
「
小
学
生
の

子
ど
も
が
い
る
、
す
ぐ
に
で
も

近
く
に
図
書
館
を
作
っ
て
欲

し
い
」「
も
う
す
ぐ
定
年
退
職

す
る
、
図
書
館
が
近
く
に
欲
し

い
」
な
ど
の
声
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
金

沢
市
内
の
多
く
の
地
域
で
公
立

図
書
館
を
求
め
る
声
の
あ
る
こ

と
も
知
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
声
を
受
け
て
、
当

初
、
計
画
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
金
沢
市
が
、
西
北
地
区
を
想

定
し
て
新
し
く
図
書
館
を
つ
く

る
た
め
の
調
査
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ

は
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
と
は

犀
川
を
挟
ん
で
お
り
、
図
書
館

が
建
っ
た
と
し
て
も
利
用
が
困

難
で
す
。
そ
れ
に
、
近
く
に
図

書
館
が
無
い
地
域
は
、
金
沢
市

全
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
私
た
ち
の
住
む
地
域

だ
け
で
な
く
、
金
沢
市
に
住
む

者
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
図
書
館

を
平
等
に
利
用
で
き
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
る
に
い
た

り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
は
、
本
年
三
月

に
発
表
し
た
「
こ
れ
ら
か
ら
の

図
書
館
像
」
と
い
う
文
章
の
中

で
、「
全
国
ど
こ
で
も
日
常
的

に
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
公

民
館
図
書
室
や
学
校
図
書
館
の

一
般
開
放
な
ど
を
含
め
て
、
中

学
校
区
な
ど
の
生
活
圏
毎
に
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
を
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

以
上
の
経
過
か
ら
、
私
た
ち

は
、
金
沢
市
が
新
し
く
図
書

館
を
つ
く
る
調
査
を
す
る
今
こ

そ
、
近
く
に
図
書
館
が
欲
し
い

と
い
う
市
民
の
声
を
集
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
に

い
た
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
五
月
か
ら
九

月
ま
で
、「
金
沢
市
図
書
館
基

本
政
策
の
確
立
と
西
南
地
区
に

図
書
館
の
建
設
を
求
め
る
要
望

書
」
の
署
名
を
取
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
目
標
は
一
万
筆
以

上
で
す
。

私
た
ち
の
会
は
、
金
沢
市
西

南
地
区
を
中
心
と
し
て
つ
く
ら

れ
た
ロ
ー
カ
ル
な
会
で
す
。
金

沢
市
全
域
に
関
す
る
要
求
に
つ

い
て
の
署
名
を
し
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
困
難

な
課
題
で
す
。
ぜ
ひ
、
保
険
医

協
会
の
皆
様
に
も
ご
協
力
し
て

い
た
だ
け
な
い
か
と
思
い
筆
を

と
り
ま
し
た
。
署
名
を
と
っ
て

い
た
だ
け
る
方
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、

下
記
の
と
こ
ろ
へ
連
絡
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。【

連
絡
先
】

金
沢
市
福
増
町
北
九
三
六

中
川
勉
方

電
話
〇
七
六
（
二
四
〇
）
一

〇
三
九

「
加
賀
能
登
格
差
」
が
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

医
療
分
野
で
も
、
質
・
量
と

も
歴
然
た
る
差
が
あ
る
。
最
近

能
登
地
区
の
病
院
の
医
師
不
足

が
特
に
深
刻
化
し
、
過
疎
化
、

負
債
の
増
加
な
ど
で
存
亡
の
危

機
に
あ
る
病
院
が
多
い
。

一
方
、
加
賀
、
特
に
金
沢
周

辺
の
医
療
資
源
の
集
中
度
は
す

さ
ま
じ
く
、
特
に
公
的
医
療
機

関
で
は
大
学
病
院
が
二
つ
あ
る

こ
と
を
は
じ
め
超
過
密
状
態
で

あ
る
が
、
診
療
内
容
で
は
「
金

太
郎
飴
的
な
面
」
が
否
定
で
き

ず
、
医
療
費
抑
制
時
代
の
今
、

経
営
困
難
が
現
実
の
問
題
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
こ
で
一
つ
発
想
の
転
換
を

し
よ
う
。
批
判
を
あ
え
て
受

け
る
覚
悟
で
次
の
提
案
を
し
た

い
。「

現
在
、
建
て
替
え
も
検
討

さ
れ
て
い
る
『
県
立
中
央
病

院
』
を
奥
能
登
の
空
港
の
あ
る

穴
水
地
区
に
移
転
し
よ
う
」

こ
れ
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

医
療
面
で
の
加
賀
能
登
格
差

解
消
の
抜
本
策
と
な
る
。
特
に

高
度
医
療
や
深
刻
な
状
態
の
産

科
・
小
児
科
な
ど
で
格
差
是
正

が
期
待
で
き
る
。
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
地
元
採
用
も
雇
用
問
題
、

過
疎
化
対
策
の
手
段
と
な
り
え

る
。そ

の
代
わ
り
現
存
の
奥
能
登

地
区
の
病
院
は
す
べ
て
分
院

化
、
無
床
化
な
ど
、
再
編
成
を

断
行
す
る
。
患
者
搬
送
の
た
め

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
整
備
も
す
る
。
能
登
各

地
区
か
ら
県
立
中
央
病
院
を
ハ

ブ
と
す
る
定
期
バ
ス
路
線
を
開

設
す
る
一
方
、
集
患
力
や
指
導

力
の
あ
る
優
秀
な
医
師
お
よ
び

研
修
医
を
全
国
公
募
し
、
さ
ら

に
金
沢
市
か
ら
新
県
立
病
院
間

の
特
急
バ
ス
路
線
の
開
設
。
能

登
航
空
路
線
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す

る
首
都
圏
の
住
民
を
対
象
に
し

た
集
患
作
戦
等
々
ア
イ
デ
ア
は

い
く
ら
で
も
出
て
く
る
。
医
師

雇
用
の
面
で
も
、
能
登
空
港
が

活
か
さ
れ
る
。
何
し
ろ
「
金
沢

に
出
る
よ
り
東
京
に
行
く
方
が

近
い
！
」
の
で
あ
る
。

房
総
半
島
の
尖
端
、
鴨
川
市

に
亀
田
総
合
病
院
が
あ
る
。
都

心
よ
り
電
車
で
数
時
間
か
か

る
。
し
か
し
国
際
的
な
ブ
ラ
ン

ド
病
院
と
し
て
の
評
価
が
定
着

し
て
お
り
、
経
営
も
破
綻
が
な

い
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
問
題
で

（
十
六
面
に
続
く
）
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（
十
五
面
の
続
き
）

は
な
い
。
病
院
の
あ
る
べ
き
理

念
と
情
熱
、
実
行
力
の
問
題
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
構
想
の
実
現
に

は
、
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
、
利

害
調
整
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
病

院
と
診
療
所
（
開
業
医
）
の
関

係
な
ど
、
い
か
に
調
整
す
る
か

な
ど
も
課
題
だ
が
、
一
つ
検
討

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
会
員
・
読
者
諸
氏
の
ご
意

見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

加
登
　
康
洋（
小
松
市
・
内
科
） 

振
　
り
　
子 

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
事
件
を
考
え
る
会
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 

大
川
　
敦
子（
金
沢
市
在
住
） 

あ
れ
は
自
分
で
は 

　
　
　
な
か
っ
た
か 

日 時 8月27日（日） 14時から16時 
場 所 金沢市観光会館 2階大会議室 
演 者 下村恵美子氏 

資料代 500円 

主 催 「グループホーム」事件を考える会 

共 催 国際高齢者年・石川NGO 
 医療・福祉問題研究会 

「グループホーム 
  たかまつ事件」を考える 
「グループホーム 
  たかまつ事件」を考える 

テーマ あれは自分ではなかったか 
～共感できる場を求めて～ 

●下村恵美子氏講演会● 
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現
代
社
会
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
患
者
さ
ん
も
多
い
。
心

の
悩
み
を
持
ち
な
が
ら
生
き
て

い
く
ゆ
え
に
、
い
ろ
い
ろ
な
病

気
に
か
か
り
や
す
い
状
態
に
な

る
。一

方
、
病
気
を
し
て
も
、
心

の
持
ち
方
に
よ
っ
て
、
治
り
方

が
早
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
よ

う
な
人
に
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
解

放
さ
れ
る
一
つ
の
心
の
持
ち
方

を
提
案
し
た
い
・
・
・
。

「
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
、
楽
あ

れ
ば
苦
あ
り
」
と
は
、
昔
か
ら

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
禍
福
は
あ
ざ
な
え
る
縄
の

ご
と
し
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も

あ
れ
ば
、「
人
間
万
事
、
塞
翁

が
馬
」
と
い
う
中
国
の
故
事
も

あ
っ
て
、
良
い
こ
と
も
悪
い
こ

と
も
交
互
に
来
る
。

「
待
て
ば
廻
路
の
日
和
あ
り
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
良
い

こ
と
も
い
つ
ま
で
も
続
か
な
い

が
、
悪
い
こ
と
も
そ
う
そ
う
長

く
続
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。病

気
や
心
の
悩
み
を
持
っ
て

い
て
も
、
必
ず
病
気
や
悩
み
は

解
決
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

自
然
を
見
て
い
て
も
、
冬
の

あ
と
に
は
必
ず
春
が
来
る
し
、

朝
の
来
な
い
夜
も
な
い
。
冬
が

厳
し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ
ど
、
春

が
ま
ぶ
し
く
見
え
、
草
木
も
美

し
く
咲
き
、
や
み
が
暗
け
れ
ば

暗
い
ほ
ど
、
朝
は
明
る
く
見
え

る
。こ

の
よ
う
に
、
私
も
時
に
患

者
さ
ん
に
言
う
こ
と
だ
が
、
新

し
い
一
日
は
朝
か
ら
始
ま
る
の

で
は
な
く
て
、
真
夜
中
の
暗

や
み
か
ら
徐
々
に
始
ま
る
と
い

う
よ
う
に
物
事
を
考
え
た
ほ
う

が
、
病
気
を
し
て
も
自
然
治
癒

力
が
増
し
、
自
分
も
救
わ
れ
る

の
で
は
と
言
っ
て
い
る
。
小
生

も
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
救
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

大
病
を
し
て
、
回
復
さ
れ

た
患
者
さ
ん
の
手
記
の
中
に
、

『
人
生
は
振
り
子
だ
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
右
へ
し
っ

か
り
振
ら
な
い
と
、
左
へ
も
振

れ
ま
せ
ん
。
私
も
振
り
子
の
運

動
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
し

っ
か
り
悲
し
ん
で
、
し
っ
か

り
泣
け
ば
、
今
度
は
反
対
に
健

康
の
尊
さ
を
知
り
、
し
っ
か
り

生
き
ら
れ
る
と
思
う
よ
う
に
な

る
。・
・
・
』
と
い
う
文
章
が

あ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
の
心
境
に
な
る
に

は
、
か
な
り
苦
し
ん
だ
に
違
い

な
い
。

「
振
り
子
」・
・
・
そ
れ
は
、

苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
と
い
う
考
え

方
を
表
わ
す
、
一
つ
の
適
切
な

表
現
か
も
し
れ
な
い
。

八
木
重
吉
さ
ん
の
詩
の
中

に
、「
苦
し
み
の
最
中
に
い
る

と
、
苦
し
み
は
も
う
無
く
な
っ

て
、
た
だ
生
き
る
と
い
う
こ
と

だ
け
だ
っ
た
」
と
い
う
詩
が
あ

る
。
重
症
の
患
者
さ
ん
を
看
て

い
て
本
当
に
そ
う
思
う
。
苦
し

い
と
感
じ
て
い
る
と
き
は
、
ま

だ
苦
し
み
が
足
り
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
無
我
夢
中
で
生
き

て
い
る
と
き
、
無
我
夢
中
で
病

気
と
闘
っ
て
い
る
と
き
は
、
い

つ
し
か
苦
し
み
は
背
後
に
移
っ

て
い
っ
て
、
朝
か
春
が
見
え
て

く
る
の
か
も
知
れ
な
い
・
・
・
。

患
者
さ
ん
の
元
気
に
な
っ
て
帰

っ
て
い
く
姿
を
見
て
い
て
、
そ

う
思
う
こ
と
が
あ
る
。

い
つ
も
病
気
に
悩
み
、
い
ろ

い
ろ
な
人
間
関
係
に
疲
れ
果

て
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
重
く

心
に
押
し
掛
か
っ
て
い
る
と
き

な
ど
、
こ
の
よ
う
な
も
の
の
考

え
方
が
で
き
た
ら
、
幸
せ
に
思

う
。ど

ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
き

で
も
一
〇
％
く
ら
い
の
嫌
な
こ

と
が
あ
り
、
ど
ん
な
に
苦
し
い

と
き
で
も
一
〇
％
く
ら
い
の
良

い
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

病
気
を
し
た
り
、
心
配
し
た

り
、
色
々
運
命
の
い
た
ず
ら
が

あ
る
。
し
か
し
、
摂
理
は
温
か

い
こ
と
も
あ
る
。
摂
理
は
ど
ん

な
こ
と
に
も
一
〇
％
く
ら
い
の

「
嫌
な
こ
と
」
を
残
し
、
同
じ

く
一
〇
％
く
ら
い
の
「
救
い
」

を
残
し
て
く
れ
る
。
そ
の
一
〇

％
に
気
付
い
て
、
ど
ん
な
に
健

康
な
と
き
や
、
う
ま
く
い
っ
て

い
る
と
き
で
も
一
〇
％
く
ら
い

は
自
戒
す
る
気
持
ち
を
持
ち
、

病
気
を
し
て
、
ど
ん
な
に
辛
い

と
き
に
も
希
望
を
捨
て
ず
に
生

き
て
い
く
こ
と
が
、
人
生
の
生

き
方
を
楽
に
し
て
、
病
気
の
苦

し
み
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
然
治

癒
力
を
増
し
て
、
病
気
が
早
く

治
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
つ

こ
と
が
、
現
代
の
ス
ト
レ
ス
か

ら
解
放
さ
れ
、
楽
し
い
人
生
を

過
ご
す
一
つ
の
方
法
で
は
な
い

か
と
思
う
。

皆
さ
ん
は
、
ど
う
考
え
ま
す

か
。

昨
年
二
月
、
石
川
県
か
ほ
く

市
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
、
介

護
職
員
が
入
所
者
女
性
に
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
の
熱
風
を
当
て

て
「
殺
害
し
た
」
と
さ
れ
る
事

件
が
起
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
全
国
連
絡
会
の
集
会
の
朝
、

東
京
の
ホ
テ
ル
で
聞
き
ま
し

た
。『
あ
っ
！
』
と
、
声
に
な

ら
な
い
声
を
出
し
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
事
件

を
起
こ
し
た
の
は
、
つ
い
十
日

前
に
私
た
ち
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
実
習
に
来
た
青
年
だ
っ
た
の

で
す
。
疲
れ
た
顔
を
し
た
実
習

生
で
し
た
が
、
利
用
者
宅
で
汚

れ
た
畳
に
ひ
ざ
を
つ
き
、
ひ
た

む
き
に
利
用
者
と
向
き
合
う
姿

勢
に
は
と
て
も
好
感
を
持
ち
ま

し
た
。「
介
護
の
仕
事
を
し
て

い
た
ら
、
ま
た
ど
こ
か
で
会
え

る
ね
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

ね
」、
私
が
彼
に
か
け
た
言
葉

で
す
。

被
告
人
に
な
っ
た
彼
に

は
、
一
審
で
未
必
の
故
意
に

よ
る
「
殺
人
」
罪
と
し
て
懲
役

十
二
年
と
い
う
判
決
が
下
り
ま

し
た
。
し
か
し
彼
は
、
控
訴
審

か
ら
一
貫
し
て
「
死
ん
で
も
構

わ
な
い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
と
主
張
し
て
お
り
、

疲
れ
の
あ
ま
り
う
た
た
寝
を
し

た
間
に
被
害
者
の
方
が
瀕
死
の

状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

被
害
者
を
結
果
的
に
死
に
至

ら
し
め
た
こ
と
は
、
人
権
を
守

る
立
場
に
あ
る
者
が
決
し
て
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

被
告
人
に
な
っ
た
彼
の
責
に
帰

さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
事
件
は
単
に
彼
個
人

の
責
任
を
追
及
す
る
だ
け
で

は
済
ま
さ
れ
な
い
背
景
が
あ
り

ま
す
。
無
資
格
の
パ
ー
ト
職
員

が
、
夜
間
一
人
で
十
二
人
の
認

知
症
ケ
ア
を
担
う
体
制
、
し
か

も
夜
間
専
門
で
あ
り
、
低
賃
金

な
上
に
週
三
回
以
上
の
夜
勤
、

仮
眠
を
と
る
こ
と
を
許
さ
れ
な

い
労
働
環
境
に
置
か
れ
て
い
た

こ
と
、
エ
ア
コ
ン
で
は
な
く
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
が
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
営
利
を

目
的
と
す
る
民
間
企
業
が
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
設
立
に
参
入
で
き

る
状
況
な
ど
、
介
護
保
険
制
度

の
問
題
か
ら
労
働
問
題
ま
で
、

介
護
労
働
者
が
共
通
に
抱
え

る
幅
広
い
問
題
を
含
ん
で
い
ま

す
。全

国
の
ヘ
ル
パ
ー
た
ち
か
ら

も
、「
人
ご
と
で
は
な
い
」「
夜

勤
続
き
で
認
知
症
の
方
を
一
人

で
十
二
人
も
見
て
い
る
現
場
は

ひ
ど
す
ぎ
る
！
」
そ
ん
な
意
見

が
次
々
と
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
介
護
を
受
け
て
い
る
た
く

さ
ん
の
利
用
者
の
方
が
辛
い
思

い
を
し
た
り
、
私
た
ち
の
仲
間

が
被
告
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

事
件
は
二
度
と
起
こ
し
た
く
な

い
、
そ
ん
な
思
い
に
背
中
を
押

さ
れ
、
労
働
組
合
の
集
会
や
、

地
域
ケ
ア
研
究
会
で
東
京
の

仲
間
た
ち
と
チ
ラ
シ
を
ま
き
訴

え
て
行
く
中
で
、
私
に
届
い
た

一
冊
の
本
が
『
あ
れ
は
自
分
で

は
な
か
っ
た
か
』
と
い
う
本
で

す
。
月
刊
誌
『
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ

ュ
』
の
編
集
を
し
て
い
る
方
か

ら
で
し
た
。

私
が
と
て
も
好
き
な
本

『
九
八
歳
の
妊
娠
』
の
著
者
で

あ
る
、
福
岡
「
宅
老
所
よ
り
あ

い
」
代
表
の
下
村
恵
美
子
さ
ん

と
、「
生
活
と
リ
ハ
ビ
リ
研
究

所
」
代
表
で
全
国
へ
講
演
に
行

か
れ
て
い
る
三
好
春
樹
さ
ん
、

そ
し
て
静
岡
「
き
き
ょ
う
の

郷
」
の
高
口
光
子
さ
ん
の
講
演

と
対
談
の
特
集
号
で
す
。
本
の

題
名
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
中

で
「
あ
れ
は
自
分
で
は
な
か
っ

た
か
」
と
、
介
護
に
関
わ
る
少

な
く
な
い
人
た
ち
が
辛
い
思
い

を
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

講
演
の
中
で
は
職
場
作
り
の
こ

と
や
自
分
た
ち
が
ど
ん
な
介
護

を
め
ざ
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か

な
ど
、
う
な
ず
き
な
が
ら
読
み

ま
し
た
。
こ
の
本
は
控
訴
審
で

は
弁
護
側
の
証
拠
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

控
訴
審
も
終
わ
り
に
近
づ
い

て
い
ま
す
。
本
人
尋
問
や
お
母

さ
ん
の
証
人
尋
問
を
通
し
て
、

入
所
者
の
方
を
死
亡
さ
せ
て
し

ま
い
、
描
い
て
い
た
夢
が
砕
か

れ
、
一
生
罪
を
償
っ
て
い
く
肩

を
落
と
し
た
彼
の
背
中
を
見
て

い
ま
す
。
遺
族
の
方
も
見
つ
め

て
い
ま
す
。

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
事
件

を
考
え
る
会
は
、
二
度
と
被
害

者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い
た
め

に
は
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て

考
え
て
き
ま
し
た
。
嘆
願
書
の

声
か
け
を
す
る
と
、
七
千
筆
近

く
の
署
名
と
、
た
く
さ
ん
の
声

が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
三

月
に
「
よ
り
よ
い
高
齢
者
介

護
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
福

祉
を
語
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
、
七
月
に
は
「
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
と
介
護
の
現
場
」
と
題
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
が
、
よ
り
よ
い
高
齢

者
介
護
を
め
ざ
し
、
介
護
現
場

の
労
働
環
境
の
改
善
を
求
め
る

運
動
の
拡
が
り
の
た
め
に
、
私

た
ち
も
、
も
う
ひ
と
ふ
ん
張
り

で
す
。

八
月
二
十
七
日
午
後
二
時
か

ら
、
金
沢
市
観
光
会
館
二
階

大
会
議
室
で
、
上
に
紹
介
し
た

『
あ
れ
は
自
分
で
は
な
か
っ
た

か
』
の
著
者
、
下
村
恵
美
子
氏

の
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
高
齢
者
介
護
に
つ
い

て
、
と
も
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

◇

※
書
籍
『
あ
れ
は
自
分
で
は

な
か
っ
た
か
』（
千
二
百
六
十

円
・
税
込
）
は
、
ネ
ッ
ト
や

書
店
で
購
入
で
き
ま
す
し
、
右

記
、
講
演
会
会
場
で
も
販
売
し

ま
す
。

寄
稿
・
投
稿

寄
稿
・
投
稿

寄
稿
・
投
稿

寄
稿
・
投
稿
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●
は
じ
め
に

左
記
の
「
私
た
ち
の
願
い
」

は
、
今
年
二
月
に
開
催
し
た

「
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に

伴
う
問
題
を
考
え
る
み
ん
な
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
実
行
委
員
会

よ
り
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
届
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
私
た
ち
の
会
の
目

的
と
活
動
内
容
が
す
べ
て
言
い

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
が
、
突

然
、
昨
年
の
通
常
国
会
に
提
出

さ
れ
た
時
に
、
私
た
ち
は
こ
の

法
案
を
自
分
た
ち
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
て
、「
障
害
の
あ
る

人
の
自
立
支
援
を
考
え
る
実
行

委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
発
足
後
一
年
経
過
し
た
中

で
、
会
が
実
施
し
て
き
た
こ

と
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
一
）．「
障
害
者
自
立
支
援

法
案
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

七
・
一
八in

石
川
」
の
開
催

二
〇
〇
五
年
五
月
十
二
日
、

東
京
日
比
谷
公
園
で
「
障
害

者
自
立
支
援
法
を
考
え
る
み
ん

な
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
六
千
六
百
人
を

超
え
る
方
々
が
集
い
、
障
害
者

自
立
支
援
法
案
の
問
題
に
つ
い

て
真
剣
な
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。
東
京
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
成
果
を
引
き
継
い
で
、
石
川

県
に
お
い
て
も
、
何
が
で
き
る

の
か
を
私
た
ち
は
考
え
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
「
障
害
者
自
立

支
援
法
案
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
七
・
一
八in

石
川
」
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
三
百
三
十
人

も
の
参
加
者
で
あ
ふ
れ
、
障
害

者
自
立
支
援
法
案
を
め
ぐ
る
最

新
情
勢
と
問
題
点
に
つ
い
て
Ｄ

Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
事
務
局
長
の
尾

上
浩
二
氏
の
基
調
講
演
お
よ
び

び
フ
ロ
ア
発
言
、
参
加
者
と
の

質
疑
応
答
が
熱
心
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

集
会
で
呼
び
か
け
た
ア
ピ
ー

ル
賛
同
署
名
は
、
一
週
間
で

二
千
六
百
三
十
二
筆
も
集
ま
り

ま
し
た
。
私
た
ち
は
賛
同
署
名

を
国
会
議
員
に
届
け
、
ま
た
、

県
知
事
・
市
町
村
長
に
「
ア
ピ

ー
ル
」
と
「
私
た
ち
の
声
」
な

ど
を
届
け
ま
し
た
。

八
月
初
旬
、
全
国
の
当
事

者
・
関
係
者
の
運
動
で
障
害
者

自
立
支
援
法
は
廃
案
と
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
廃
案

に
貢
献
し
た
こ
と
に
、
お
互
い

確
信
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

（
二
）．「
障
害
者
自
立
支
援
法

実
施
に
伴
う
問
題
を
考
え
る
み

ん
な
の
フ
オ
ー
ラ
ム
」
の
開
催

障
害
者
自
立
支
援
法
は
二
〇

〇
五
年
十
月
三
十
日
、
十
分
審

議
さ
れ
ず
に
成
立
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
そ
の
後
も

毎
月
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、

情
報
を
出
し
合
い
、
対
応
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
県
内
の
市
町
村
に
向

け
て
「
障
害
者
自
立
支
援
法
施

行
に
伴
う
自
治
体
へ
の
提
言
」

を
作
成
し
、
市
町
村
に
届
け
ま

し
た
。
そ
し
て
今
年
二
月
十
二

日
「
障
害
者
自
立
支
援
法
実
施

に
伴
う
問
題
を
考
え
る
み
ん
な

の
フ
オ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
フ
オ
ー
ラ
ム
も
、

会
場
か
ら
溢
れ
る
二
百
三
十
人

の
参
加
で
成
功
し
ま
し
た
。

（
三
）．
今
後
の
取
り
組
み

障
害
者
自
立
支
援
法
が
実
施

さ
れ
て
か
ら
、
当
事
者
・
事
業

者
双
方
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
障
害
者

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
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h
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航
空
自
衛
隊
を
戦
闘
地
域
へ
 

航
空
自
衛
隊
を
戦
闘
地
域
へ
 

鮮
明
に
な
る
米
軍
支
援
 

　
　
　
屁
理
屈
こ
ね
回
す
日
本
 

Q＆A
Q＆A

【
Q
】
イ
ラ
ク
派
遣
の

自
衛
隊
が
撤
退
し
て
い
ま

す
ね
。 

【
A
】
六
月
二
十
日
に

政
府
が
陸
上
自
衛
隊
の
撤

退
を
決
定
し
て
以
来
、
す

で
に
撤
退
作
業
が
進
み
、

八
月
中
に
は
全
員
帰
国
の

予
定
で
す
。
で
す
が
、
政

府
は
航
空
自
衛
隊
の
イ
ラ

ク
で
の
活
動
継
続
を
表
明

し
て
い
ま
す
。 

【
Q
】
何
の
た
め
に
残

る
ん
で
し
ょ
う
？
 

【
A
】
米
軍
の
兵
士
や

物
資
輸
送
の
た
め
で
す
。

し
か
も
こ
れ
ま
で
南
部
の

比
較
的
安
全
な
地
域
に
限

定
さ
れ
て
い
た
活
動
範
囲

は
、
米
軍
の
要
請
に
し
た

が
っ
て
バ
グ
ダ
ッ
ド
な
ど

の
北
部
に
拡
大
さ
れ
て
い

ま
す
。 

米
軍
に
よ
る
市
民
虐
殺

が
相
次
い
で
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に

そ
の
お
先
棒
を
担
ご
う
と

い
う
も
の
で
す
。 

【
Q
】
そ
ん
な

と
こ
ろ
に
行
っ
て

危
険
は
な
い
ん
で

し
ょ
う
か
？
 

【
A
】
米
軍
の

軍
事
作
戦
の
一
方

で
、
テ
ロ
に
よ
る

市
民
や
米
軍
の
被

害
も
深
刻
で
す
。
今
年
五

月
に
正
式
政
府
が
発
足
し

ま
し
た
が
、
事
実
上
の
内

戦
状
態
と
の
指
摘
も
あ
り

ま
す
。
自
衛
隊
の
幹
部
も

「
バ
グ
ダ
ッ
ド
周
辺
は
、

現
在
で
も
脅
威
は
一
番
高

い
」
と
認
め
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
。 

【
Q
】
イ
ラ
ク
特
措
法
は
、

自
衛
隊
の
活
動
を
非
戦
闘

地
域
に
限
定
し
て
い
る
は

ず
で
す
よ
ね
？
 

【
A
】
そ
の
と
お
り
で
す
。

と
こ
ろ
が
政
府
は
、
バ
グ

ダ
ッ
ド
空
港
に
つ
い
て
「
人

員
、
物
資
の
輸
送
に
極
め

て
重
要
で
、
治
安
も
大
変

重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
非

戦
紺
地
域
だ
」（
額
賀
防

衛
庁
長
官
）
と
屁
理
屈
を

コ
ネ
回
し
て
い
ま
す
。
米

軍
の
侵
略
行
為
に
加
担
す

る
た
め
、
自
ら
決
め
た
ル

ー
ル
す
ら
ね
じ
曲
げ
る
、

デ
タ
ラ
メ
な
政
治
で
す
。 

学習や催しの準備などで、毎月、実行委員会が開かれている
左が筆者の寺越博之さん

昨年7月に開催された「障害者自立支援法案を考える
フォーラム7・18 in 石川」には330人が参加した

私
た
ち
の
願
い

ど
こ
に
住
む
の
か
、
ど
う
働
く
の
か
、
何
を
着
る
の
か
、

何
を
食
べ
る
の
か
、
誰
に
会
い
た
い
の
か
、
何
を
し
た
い

の
か
、
自
分
で
自
由
に
決
め
た
い
の
で
す
。

で
も
、
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
人
は
一
人
で
生

き
て
い
け
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
い
と
思
う
こ
と
の
実
現
に
は
、
お
互
い
の
助

け
が
必
要
で
す
。

私
が
困
っ
て
い
た
ら
、
あ
な
た
の
で
き
る
こ
と
で
助
け

て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が
困
っ
て
い
た
ら
、
私
の
で
き
る
こ
と
で
助
け

ま
し
ょ
う
。

互
い
を
思
い
や
り
、
支
え
あ
う
、
あ
た
た
か
み
の
あ
る

社
会
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

そ
れ
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

障
害
の
あ
る
人
の
自
立
支
援
を
考
え
る
実
行
委
員
会

障害のある人の自立支援を考える 
実行委員会 

● 連 絡 先 ● 

その51

障
害
の
あ
る
人
の
自
立
支
援
を
考
え
る
実
行
委
員
会
 

障
害
の
あ
る
人
の
自
立
支
援
を
考
え
る
実
行
委
員
会
　
寺
越
　
博
之
 

思
い
や
り
、支
え
合
う 

社
会
を
め
ざ
し
て 

金沢市京町24の14（担当　寺越博之） 
電話（076）252-0590 E-mail；kaigo@imir.jp

自
立
支
援
法
の
実
施
の
影
響
を

明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
問
題
を

共
有
し
な
が
ら
、
応
益
負
担
撤

回
な
ど
の
運
動
を
地
域
か
ら
構

築
し
て
い
く
た
め
に
力
を
合
わ

せ
て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

C
C
C
C
C
C
C
C

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC

C
C
C
C
C
C
C
C

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC

○講演会終了後、20周年記念パーティを行う予定です。　○20周年記念誌も発行予定です。 

医療・福祉問題研究会「20周年記念講演会」 医療・福祉問題研究会「20周年記念講演会」 
11月4日（土） 午後2時～午後4時半 

社会福祉会館大ホール 

日時 

場所 

11月4日（土） 午後2時～午後4時半 

社会福祉会館大ホール 

報告者：鈴木　　静さん（愛媛大学法文学部助教授） 
 前田　俊彰さん 
 前田　優子さん 
演　題：「障害者自立支援法について（仮）」 

■日時 

■場所 
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映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その⑰ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 

ぼ
く
が
大
学
生
の
こ
ろ
か

ら
二
十
年
間
は
、
毎
年
「
寅

さ
ん
」
を
見
な
け
れ
ば
そ
の

年
の
盆
や
正
月
が
過
ぎ
た
と

い
う
気
が
し
な
か
っ
た
。
各

作
品
と
も
、
日
本
各
地
の

風
景
や
生
活
実
感
を
写
し
出

し
、
そ
こ
で
寅
さ
ん
が
巻
き

起
こ
す
人
情
ド
ラ
マ
が
展
開

さ
れ
る
。

毎
回
、
マ
ド
ン
ナ
役
や
豪

華
な
ゲ
ス
ト
陣
、
そ
し
て
寅

を
支
え
る
人
た
ち
の
出
す
味

が
楽
し
み
だ
っ
た
。

シ
リ
ー
ズ
終
わ
り
ご
ろ
、

甥
っ
子
の
満
男
の
恋
の
指
南

役
に
な
っ
た
寅
に
は
、
若
干

の
淋
し
さ
を
覚
え
た
も
の
だ

っ
た
が
。

と
に
か
く
映
画
シ
リ
ー
ズ

の
連
作
数
で
は
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
に
載
り
、
邦
画
が
低
落
し

て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
ヒ
ッ

ト
作
を
連
発
し
続
け
、
松
竹

を
二
十
年
以
上
支
え
続
け
た

映
画
で
あ
る
。

今
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
衛
星
映

画
劇
場
で
取
り
上
げ
て
、
一

作
一
作
楽
し
ん
で
い
る
。
ど

れ
を
代
表
作
に
選
ぶ
か
迷
う

の
だ
が
、
マ
ド
ン
ナ
役
最
多

の
四
回
登
場
で
、
寅
の
最
後

を
見
届
け
た
リ
リ
ー
の
浅
丘

ル
リ
子
の
二
回
目
、
あ
や
う

く
結
婚
ま
で
行
き
か
け
た
こ

の
作
品
を
挙
げ
た
い
。

甥
の
満
男
に
、
子
ど
も
の

日
の
た
め
に
紙
製
こ
い
の
ぼ

り
を
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ

て
来
た
寅
だ
っ
た
。
そ
こ
で

宏
や
さ
く
ら
や
お
ば
ち
ゃ
ん

は
、
宏
が
買
っ
た
本
物
の
立

派
な
こ
い
の
ぼ
り
を
隠
そ
う

と
す
る
が
う
ま
く
い
か
ず
、

例
の
ご
と
く
大
喧
嘩
に
な

り
、
す
ぐ
北
の
大
地
へ
と
寅

は
旅
立
っ
て
し
ま
う
。

青
森
で
、
船
越
英
二
扮
す

る
中
年
男
と
出
会
う
。
二
人

で
北
海
道
を
ふ
ら
ふ
ら
し
て

い
る
間
に
、
リ
リ
ー
と
も
出

会
い
、
三
人
で
珍
道
中
す
る

こ
と
に
な
る
。
札
幌
の
公
園

で
寅
と
リ
リ
ー
が
さ
く
ら
に

な
り
、
中
年
男
が
景
品
の
万

年
筆
を
売
り
ま
く
り
、
一
儲

け
し
て
旅
を
続
け
る
。

小
樽
で
中
年
男
は
、
か
つ

て
恋
し
た
女
性
を
現
在
彼
女

が
切
り
盛
り
し
て
い
る
喫
茶

店
に
訪
ね
、
顔
だ
け
見
て
帰

る
の
だ
が
、
彼
女
が
彼
の
忘

れ
物
を
持
ち
、
追
い
か
け
て

き
た
。
彼
は
彼
女
と
久
し
ぶ

り
に
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
に

な
る
が
、
結
局
思
い
は
伝
え

ら
れ
な
い
で
別
れ
た
。
女
性

に
告
白
で
き
な
い
日
本
人
男

性
の
典
型
例
を
う
ま
く
演
出

し
て
い
た
。

一
方
、
東
京
へ
帰
っ
た
寅

が
、
仕
事
帰
り
の
リ
リ
ー
を

雨
の
中
迎
え
に
行
く
シ
ー
ン

は
圧
巻
だ
っ
た
。
映
画
の
題

に
も
な
っ
て
い
る
場
面
で
あ

り
、
や
っ
ぱ
り
寅
も
言
葉
で

は
伝
え
ら
れ
な
い
の
だ
が
、

行
動
で
は
十
二
分
に
気
持
ち

が
通
じ
、
リ
リ
ー
も
明
る
く

受
け
て
く
れ
た
。
シ
リ
ー
ズ

屈
指
の
名
場
面
だ
っ
た
。

最
後
の
何
作
か
は
ガ
ン
の

転
移
で
体
力
も
落
ち
、
気

力
を
振
り
絞
り
出
演
し
て
い

た
渥
美
清
が
亡
く
な
っ
て
十

年
。で

も
、
色
あ
せ
ず
に
今
で

も
私
た
ち
を
笑
い
、
泣
か
せ

て
く
れ
る
シ
リ
ー
ズ
に
乾

杯
!!

【
監
督
】山
田
洋
次 

【
出
演
】渥
美
清
、浅
丘
ル
リ
子
、 

 

船
越
英
二
、久
里
千
春
、 

 

岩
崎
加
根
子 

一
九
七
五
年（
日
本
） 
男
は
つ
ら
い
よ 

寅
次
郎
相
合
い
傘 

HHHHHHHHHHHHHHHHHHHH

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
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H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
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H
H
H
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H
H
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第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい IN 横須賀 

第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい IN 横須賀 

第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める 
医師・医学者のつどい IN 横須賀 

横須賀から発信！ 核の傘はいらない はばたけ平和憲法 

主催●第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める医師・医学者のつどい実行委員会／ 
　　　核戦争に反対する医師の会 
151‐0053 東京都渋谷区代々木2‐5‐5 新宿農協会館 6F　全国保険医団体連合会内 
TEL.03‐3375‐5121  FAX.03‐3375‐1885　hankaku@doc-net.or.jp

10月21日（土）～22日（日） 神奈川県横須賀市  湘南短期大学 

　広島で、長崎で私たちの先輩医師たちは原爆で傷ついた人を助けようと懸命の努力をし
ました。しかし、放射線障害の前に医学は全く無力でした。そのことは、今も変わりませ
ん、そして今後も…。治すことができないのなら、私たち医師のつとめは予防すること。
住民の生命を守るため、医師として「核兵器を廃絶させなければ」と、全国各地に「反核
医師の会」ができました。私たち「反核医師のつどい」はその集まりです。 

記念講演：堀川惠子氏（テレビディレクター） 
「ヒロシマ～テレビの現場から」 

特別講演：呉東正彦氏（弁護士・「原子力空母の横須賀母港化問題を考える市民の会」共同代表） 
「米軍再編と日本の未来～原子力空母の横須賀母港化の意味するもの～」 

全体集会　基調報告、IPPNWヘルシンキ大会の報告ほか 
分科会 
「日本国憲法を考える、核兵器と医師の役割」、「米国の世界戦略と首都圏の核基地化」 
「被爆者医療と集団訴訟」、「劣化ウラン被害を考える」 

青年医師・医学生交流会、チャーター便による軍港めぐり 

日時 場所 

囲 

解 
答 

碁 
一 

8 9 
 

7654321

二 

三 

四 

五 

六 

（
問
題
は
19
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
3
が
好
手
順
で
黒
7
ま

で
活
き
ま
す
。
 

黒
1
で
先
に
3
は
白
7
が
好
手
で

以
下
黒
1
白
イ
黒
2
で
コ
ウ
に
な
り

ま
す
。
 

3
5 1 7
6

4

2
イ イ 

〈
正
解
〉
2
四
金
、
同
玉
、
3
四
飛
、

同
玉
、
3
五
金
、
3
三
玉
、
4
四
馬
ま

で
の
七
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
す
ぐ
に
3
四
飛
は
2
二
玉
以

下
詰
み
ま
せ
ん
。
2
四
金
に
2
二
玉

な
ら
3
一
馬
、
同
玉
、
2
一
飛
ま
で
。

同
玉
に
4
二
馬
は
3
三
金
、
2
五
飛
、

1
四
玉
で
不
詰
め
。
ま
た
5
四
飛
と

離
し
て
打
つ
の
は
、
4
四
歩
、
同
飛
、

1
五
玉
、
4
五
飛
、
3
五
桂
と
2
回

中
合
い
が
あ
り
詰
み
ま
せ
ん
。
3
四

飛
と
近
づ
け
て
打
つ
の
が
狙
い
の
一

手
で
、
1
五
玉
な
ら
2
六
金
ま
で
。

3
四
に
玉
を
呼
べ
ば
、
3
五
金
か
ら

4
四
馬
が
実
現
し
ま
す
。 

（
問
題
は
19
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 
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◇と　き　2007年1月13日（土曜日） 
◇ところ　金沢アートホール 

（金沢駅前ポルテ6階・TEL:076-224-1660） 
※駐車場は近くの有料駐車場をご利用ください。 

午後6時開場 
午後6時半開演 

終演予定： 
午後9時ごろ （　　　） 

ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007ドクターズ・ファミリー・コンサート・2007

石川県保険医協会機関紙・文化部では、来る2007年1月13日（土曜日）に、恒例となりました「ドクターズ・
ファミリー・コンサート」を開催いたします。 
今回のコンサートは2年ぶりで、久々の開催となります。そこで今回は特に音響効果の良い金沢ア－トホール

を会場として選びました。コンサートまで時間はたっぷりありますが、多くの方の参加を頂きたいため、早めに
出演者の募集を始めます。ぜひ多くの会員、家族、スタッフ、友人のご参加を期待しております。日ごろの練習を
大いに積み、その成果を当日思い切り発揮してください。そして、コンサートを楽しく盛り上げてくださるよう、
お願い申し上げます。 

石川県保険医協会　TEL076（222）5373　FAX076（231）5156　E-mail:iskw_sugino@doc-net.or.jp

①保険医協会会員とその家族・友人の方 ②洋楽・邦楽、いずれもジャンルを問いません 
③個人の出演者は10分以内の演奏 ④グループ演奏は20分以内の演奏 
⑤出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みにかかわる費用は出演者のご負担になります 

①保険医協会会員とその家族・友人の方 ②洋楽・邦楽、いずれもジャンルを問いません 
③個人の出演者は10分以内の演奏 ④グループ演奏は20分以内の演奏 
⑤出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みにかかわる費用は出演者のご負担になります 

ただ今、出演者募集中 （第1次締切：2006年11月12日） 

会員・家族・スタッフ・友人・患者さんなど、たくさんの方々の出演・参加をお待ちします 

●出演のお申し込み・お問い合わせなどは、下記へ。 

参加費・出演料は 
無料です 

JR金沢駅 

都ホテル 
● 

都ホテル 
● 

● 
ホテルイン金沢 

● 
ホテルイン金沢 

●全日空ホテル 

至福井→ ←至富山 

金沢市アートホール 
（ポルテ金沢　6F） 

クロスワードパズルの答え 

七つのマチガイの答え 

ボンヤスミ（盆休み） 

1.太鼓のバチがトンカチ 
2.必勝の文字が根性 
3.シンバルの子の髪型 
4.メガネの女の子の帽子 
5.メガホンを持つ子の袖の長さ 
6.校旗の四角が丸 
7.スタンドの柵の高さ 

（問題は19面） 

（問題は19面） 

カ 
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原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

キ
ャ
ン
ジ
ン
ゴ
ン
パ
で

雪
が
降
っ
た

三宅　靖（金沢市・内科） 清光　義則（能美市・内科） 2

ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 

ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 
ヒマラヤトレッキングの 
 夢がかなった 

4回シリーズ　その 

正面奥から右にガンチェンポ、ポンゲンドプク、ウルキンマン

【
三
月
九
日
】

ゴ
ラ
タ
ベ
ラ
か
ら
ラ
ン
タ
ン

村
（
三
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
ま

で
四
時
間
。
途
中
、
ウ
ル
キ

ン
マ
ン
（
六
一
五
一
メ
ー
ト

ル
）
が
美
し
く
聳
え
立
つ
。
王

様
の
山
と
い
う
意
味
。
ラ
ン

タ
ン
村
か
ら
ガ
ン
チ
ェ
ン
ポ

（
六
三
八
七
メ
ー
ト
ル
）
が
遠

く
に
見
え
る
。
村
の
入
り
口
に

水
車
を
利
用
し
た
マ
ニ
車
が
回

っ
て
い
た
。

村
は
河
岸
段
丘
の
広
い
台
地

に
あ
り
、
ラ
ン
タ
ン
谷
の
中

心
。
宿
泊
の
ロ
ッ
ジ
は
馬
方
の

パ
サ
ン
氏
が
経
営
し
て
い
る
。

充
電
器
が
使
え
、
大
助
か
り
。

夕
方
、
村
の
六
十
歳
代
の
男

が
や
っ
て
き
た
。
三
日
前
に
大

や
け
ど
を
お
っ
て
、
皮
膚
は
ベ

ロ
ベ
ロ
に
は
が
れ
、
肉
が
赤
く

爛
れ
た
状
態
。
こ
の
ま
ま
だ
と

化
膿
し
て
大
変
な
こ
と
に
な
る

と
話
し
、
と
り
あ
え
ず
応
急
処

置
と
抗
生
剤
を
投
与
し
、
翌
日

シ
ャ
ブ
ル
ベ
ン
ジ
の
病
院
に
行

く
よ
う
紹
介
状
を
渡
し
た
。
村

に
診
療
所
が
あ
る
が
、
医
師
も

看
護
師
も
い
な
い
し
、
施
錠
し

て
あ
っ
て
中
に
も
入
れ
な
い
と

の
こ
と
。
無
医
地
区
の
実
態
を

思
い
知
ら
さ
れ
た
。
み
ん
な
か

ら
、
こ
こ
で
余
生
を
奉
げ
た
ら

ど
う
か
と
冷
や
か
さ
れ
た
。

【
三
月
十
日
】

ラ
ン
タ
ン
村
か
ら
こ
の
谷

最
後
の
村
キ
ャ
ン
ジ
ン
ゴ
ン

パ
（
三
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
ま

で
、
四
時
間
半
。
緩
い
Ｕ
字
谷

の
登
り
道
。
村
は
ず
れ
に
マ
ニ

石
が
積
み
上
げ
て
あ
る
。
薄
い

石
板
に
経
文
や
仏
像
、
い
ろ
ん

な
文
様
が
彫
っ
て
あ
る
。
頭
上

高
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
鳩
の
群
れ
が

飛
ん
で
い
る
。
ム
ン
ド
ウ
で
チ

ャ
パ
テ
イ
と
ド
ブ
ロ
ク
を
ご
馳

走
に
な
り
、
歩
き
出
す
と
雪
が

舞
い
始
め
、
す
ぐ
に
本
降
り
と

な
っ
た
。

こ
の
あ
と
雪
は
丸
二
日
降
り

続
き
、
一
メ
ー
ト
ル
に
達
し

た
。
村
人
に
聞
く
と
こ
の
季
節

に
積
雪
な
ど
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
と
の
こ
と
。

午
後
、
高
山
病
治
療
用
バ
ッ

グ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（Portable A

ltitude 

cham
ber

）
の
実
習
を
行
っ

た
。【

三
月
十
一
日
】

雪
は
ま
だ
降
り
続
く
。
ヤ
ク

が
餌
を
求
め
て
ゆ
っ
た
り
と
移

動
し
て
い
る
。
悠
々
と
し
て
い

て
、
な
ん
と
も
貫
禄
が
あ
る
。

さ
す
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
風

雪
に
耐
え
て
き
た
だ
け
の
こ
と

は
あ
る
。

隊
長
か
ら
想
定
外
の
雪
に
よ

る
方
針
の
変
更
が
伝
え
ら
れ

た
。
ポ
ー
タ
ー
も
馬
も
、
こ

の
雪
で
は
動
け
な
い
。
雪
崩

の
危
険
も
考
え
、
ヤ
ラ
ピ
ー

ク
（
五
五
二
〇
メ
ー
ト
ル
）

は
断
念
し
、
ツ
ェ
リ
ゴ
・
リ

（
四
九
八
四
メ
ー
ト
ル
）
を
め

ざ
す
。
そ
の
た
め
に
、
天
候

が
回
復
す
れ
ば
明
日
・
明
後

日
と
ラ
ッ
セ
ル
で
ル
ー
ト
を
つ

け
、
三
日
目
に
直
登
す
る
。
と

い
う
も
の
。

午
後
、
三
十
八
・
八
度
の
熱

を
出
し
た
Ａ
さ
ん
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
治

療
を
行
っ
た
。

午
後
八
時
、
雪
や
ん
で
、
満

天
の
星
、
月
明
か
り
に
照
ら
さ

れ
て
周
囲
の
山
々
が
浮
か
ん
で

見
え
る
。
た
だ
た
だ
感
激
。

（
続
く
）

fffffff

f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f

fffffff

f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f

事
務
局
休
務
の
ご
案
内
 

　
八
月
十
四
日（
月
）〜
八
月
十
六
日
（
水
）は
、
盆
休
の
た
め
 

事
務
局
を
休
務
致
し
ま
す
。 

　
ご
了
承
下
さ
い
。 

囲 碁 

（解答は18面にあります） （解答は18面にあります） 

持
駒
　
飛 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先活き　5分で上級者 
〈ヒント〉 手順が大切です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉序の三手がポイント。 
 10分で２級。 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

一 

87 9654321

二 

三 

四 

五 

六 

銀 

桂 

馬 

歩 
玉 歩 

金 
金 

歩 

1 2 3 4

5

6 7

8 9

10 11

12 13

クロスワードパズル クロスワードパズル クロスワードパズル 
カギを解き、二重ワクに入る文字を並べ替えてできる言葉は何？ 

①大韓民国の略称 
②水を畜える池 
③屋外。――劇場 
④升に盛った酒 
⑦裏口から通じている道 
⑨足し算 
⑪酔って○○をまく 

①日本へは戦国時代末期に入った、 
　夏が旬の野菜 
⑤夜鳴くカラス 
⑥軟水の対語　⑧数の桁。千の―― 
⑨一か八かの○○に出る 
⑩――を食ったので遅れて到着 
⑫山の手←→下○○ 
⑬女子の対語 

（答え18面） 

タ
テ
の
キ
ー
 

ヨ
コ
の
キ
ー
 

444444444444444444444444444444444444444

444444444444444444444444444444444444444
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4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

（答え18面） 

［問題］上の絵と下の絵では 
７つのマチガイがあります！ 
どこでしょう？ 




